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経済学部同窓会 総会

出欠ハガキの締切日

10月5日（金）
までにご返信願います。

「To stop or Not to stop : 確率と止め時問題」
確率・統計に関する出版物が近年増えていますが、今回はどのように役立つかを身近で
不思議な例を挙げて示し、それを応用する場合、いつ停止するのが最善なのか･･･
という問題について解説したいと思います。

京都大学経済学研究科長・経済学部長　江上　雅彦　教授

今年も京大オケの団員・OBによる
【弦楽四重奏】の生演奏とともに、
お食事をお楽しみください♪

参加者全員に
同窓会オリジナル
ボールペンを
プレゼント！！

さらに、
懇親会出席の方には
ハードカバー／
ミニノートを
差し上げます！

※万一締切を過ぎた場合でも
参加希望の方は事務局にご相
談ください。

出席のお返事をいただいた方は、お名前と卒業年次のみをホームページに
順次掲載しております。ご検討中の方はホームページにて参加者リストをご
覧ください。　※ご同伴者（ご家族など）のお名前は掲載いたしません。

注）お名前の掲載につき、差し支えのある方は「総会出席ハガキ」の「HP氏名非公開
欄」のチェックボックスに　　をしていただきますと掲載いたしません。

☆ご出席の方へは総会約1週間前に確認のお電話をしております。
出席ハガキを出されたにも関わらず電話がない場合は、郵便事故の可能性もありま
すので、恐れ入りますが当日の5日前までには事務局までお問い合わせくださいます
よう、お願いいたします。

講　演

【総会出席者のご確認】

○ 受付
○ 講演会
○ 総会
○ 休憩・写真撮影
○ 懇談会（演奏会）

13時45分～
14時10分～15時10分
15時10分～15時30分
15時30分～16時00分
16時00分～18時00分

平成30年10月13日（土）　14時10分～18時00分

京都大学百周年時計台記念館　２F　
国際交流ホールⅠ・Ⅱ・Ⅲ
（京都市左京区吉田本町・京都大学本部構内）　※地図は 31 ページにあります

日　時

会　場

平成30年度　京都大学

会報の45ページに記載のパスワードと同じです。
なお、会報を処分される際は、45ページを
シュレッダー等で破棄してください。

  パスワード

講師

懇談会 懇談会費　　　　  3,000円 （着席ビュッフェスタイル）
学生会員・同伴者　2,000円

当日、受付にて
お納めください



応募要領 同封の「総会出欠ハガキ」の所定の欄に、固有名称案、
ご意見があればご記入ください。

手　　順

2018 年 8月～ 10 月に経済学部同窓会の固有名称案を広く募集します。（今回）
　
2019 年 7月までに同窓会理事会において、いくつかの候補に絞り込みます。
　
経済学部設立 100 周年にあたる 2019 年 8月～ 10 月に●で得た候補に加え、
従来の「京都大学経済学部同窓会」も含めた択一アンケートをとります。
　
上記●のアンケート結果をふまえて、2019 年 10 月 19 日の経済学部設立 100 周年
記念式典・同窓会総会で名称変更についての結論を出します。
※変更しない可能性を含む。

1

2

3

4

2
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経　　緯

　このたび、卒業生の方々から学部設立 100 周年を機に経済学部同窓会に固有の名称を付けてはどう
かとご提案がありましたので、昨年度の理事会（平成 29 年 10 月 14 日）でお諮りしたところ、現在
の名称を継続することも選択肢に含め、広く皆様のご意見をお聞きすることとなりました。

●京都大学の他学部・部局の例

芝蘭会（医学部・医学研究科）、京友会（教育学部・教育学研究科）、
京大以文会（文学部・文学研究科）、京都大学有信会（法学部・法学研究科）など。

※京都大学内ですでに使用されている名称、また他大学であっても知名度の高い名称は、
　応募されても採用できない場合がありますので、予めご了承願います。

　同窓会規約には「京都大学同好クラブ」という別名称が定められていますが、必ずしも皆さま
がご存知とは言えません。ご承知のように、芝蘭会などの名称は広く知られています。他大学で
も同窓会の固有名称がブランド力をもっている事例があります。提案の趣旨はこのようなブラン
ド化を目指そうというものです。
　ただし、「京都大学経済学部同窓会」という名称は歴史があり、何の団体かわかりにくい名称に
変更するぐらいなら変えない方がよい、あるいは、変えるべきか変えないべきかは具体的な候補
が示されないと判断できないとお考えの方もいらっしゃることでしょう。
　そこで、以下のような手順で進めることとしました。

「経済学部同窓会の名称について」 Kyoto University Faculty of Economics Alumni Association 

アンケートのお願い

1　KYOTO UNIVERSITY

（同窓会事務局）
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Greeting

プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
問
題
の
創
造
的
解
決

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
」を
養
成
す
る

「
高
度
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
修
士
課

程
に
設
立
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
修
士
課
程
44
名
、博
士
課
程
44
名

の
定
員
を
、修
士
70
名
、博
士
25
名
に
変
更

し
、修
士
40
名
程
度
が
こ
の
新
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
経
て
企
業・官
庁
な
ど
で
活
躍
し
、京
都

大
学
経
済
学
研
究
科・経
済
学
部
の
評
価

を
高
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。同

時
に
、多
く
の
経
済
学
部
生
が
こ
の
新
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
進
学
す
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。定
員
変
更
の
結
果
、

博
士
課
程
は
よ
り
少
数
精
鋭
と
な
り
、指

導
教
員
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
水
準

で
指
導
を
受
け
ら
れ
る
環
境
が
整
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
、来
年
2
0
1
9

年
に
は
学
部
設
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ

の
同
窓
会
報
で
も
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す

が
、2
0
1
9
年
10
月
19
日
に
記
念
式
典
を

行
い
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て
語
り
合
う
機

会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、多

く
の
同
窓
生
の
皆
様
が
ご
出
席
い
た
だ
け

ま
す
と
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
世
界
中
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
大
学
と
の
競
争
に
負
け
て
は
い
け
な
い

と
い
う
大
き
な
動
き
の
中
で
、わ
れ
わ
れ
経

済
学
研
究
科・経
済
学
部
の
進
む
べ
き
方

向
、果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。わ
が
経
済
学
部
の
特
色
は
文
字

通
り「
多
様
性
」と
思
い
ま
す
。研
究
に
つ
い

て
は
、学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
教
員
一
覧
」

を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、本
研
究
科
が
い
か

に
多
様
な
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
研
究
者
集

団
で
あ
る
か
一
目
瞭
然
で
す
。優
秀
な
人
材

の
確
保
、昇
任
ル
ー
ル
の
弾
力
的
運
用
、各

教
員
が
教
育
研
究
に
使
う
た
め
の
時
間
の

確
保
、共
同
研
究
の
推
進
等
に
よ
り
、各
教

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
多
様
性

は
大
き
な
強
み
に
な
り
ま
す
。教
育
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
と
、経
済
学
部
に
は
一
般

入
試
、特
色
入
試
、理
系
入
試
、外
国
学
校
出

身
者
、外
国
人
留
学
生
、3
年
次
編
入
な
ど

の
各
種
の
方
式
を
通
じ
て
選
抜
し
た
学
生

が
入
学
し
ま
す
。こ
こ
に
は
高
度
な
文
科
的

素
養
を
持
つ
人
、理
科
的
才
能
に
秀
で
た

人
、様
々
な
国
の
出
身
や
学
歴
を
経
た
人
が

含
ま
れ
、そ
の
多
様
性
は
京
都
大
学
の
中
で

も
屈
指
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
多
様
な
人
々
が
集
ま
る
環
境
に
お

い
て
、主
と
し
て「
ゼ
ミ
」と
い
う
場
で
教
員

と
学
生
が
出
会
い
、高
度
な
専
門
教
育
に

よ
り
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
伝
統
を
守
り
つ
つ
も
、新
し
い
手
立

て
の
ひ
と
つ
と
し
て
、複
雑
化
、Ｉ
Ｔ
化
、国

際
化
す
る
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る「
計

量
分
析
、デ
ー
タ
分
析
を
習
得
し
、グ
ル
ー

　
平
成
30
年
4
月
よ
り
経
済
学
研
究
科
長・

経
済
学
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
江
上

雅
彦
と
申
し
ま
す
。同
時
に
経
済
学
部
同

窓
会
理
事
長
に
も
就
任
い
た
し
ま
し
た
。昨

年
度
ま
で
同
窓
会
常
務
理
事
と
し
て
同
窓

会
活
動
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、会
員
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
助
言
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
1
9
8
4
年
に
本
学
部
を
卒
業
し

金
融
機
関
に
勤
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

2
0
0
1
年
に
研
究
者
に
な
る
た
め
退
職

し
ま
し
た
。そ
の
後
幸
運
に
も
本
学
で
働
く

こ
と
が
で
き
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

2
0
0
7
年
10
月
よ
り「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
工

学
」「
派
生
証
券
論
」を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。赴
任
後
の
出
来
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

2
年
前
の
同
窓
会
報（
第
19
号
）に
学
部
教

育
の
変
遷
や
国
立
大
学
の
法
人
化
以
降
の

変
化
な
ど
、前
学
部
長
の
文
先
生
が
詳
し

く
書
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、是
非
と
も

そ
ち
ら
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
の
状
況
に
つ
い
て
、大
学
全
体
の
こ

と
か
ら
振
り
返
り
ま
す
。法
人
化
後
、現
在

同
窓
会
理
事
長
ご
挨
拶

江
上
　雅
彦

京
都
大
学
経
済
学
研
究
科
長
・

経
済
学
部
長

は
第
3
期
中
期
計
画
期
間（
平
成
28
年
度

〜
33
年
度
）に
な
り
ま
す
が
、国
立
大
学
は

自
ら
の
重
点
的
方
向
づ
け
と
し
て
①
地
域

貢
献
型
、②
特
性
を
活
か
し
た
教
育
研
究

型
、③
世
界
レ
ベ
ル
で
の
卓
越
し
た
教
育
研

究
型
の
う
ち
１
つ
を
選
択
し
、文
科
省
か
ら

の
運
営
費
交
付
金
配
分
に
そ
の
目
的
の
達

成
度
合
い
の
評
価
が
反
映
さ
れ
る
と
い
う

仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。京
都
大
学

は
③
を
選
択
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、平
成

29
年
6
月
30
日
付
で
、京
都
大
学
は
東
京

大
学
、東
北
大
学
と
並
ん
で「
指
定
国
立
大

学
法
人
」に
選
出
さ
れ
ま
し
た（
平
成
30
年

3
月
に
東
京
工
業
大
学
、名
古
屋
大
学
が

追
加
指
定
）。こ
の
制
度
は
わ
が
国
の
教
育

研
究
水
準
の
向
上
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
を
図
る
た
め
、文
科
大
臣
が
世
界
最
高

水
準
の
教
育
研
究
活
動
の
展
開
が
相
当
程

度
見
込
ま
れ
る
大
学
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。例
え
ば
、そ
の
研
究
結
果
を
活
用
す
る

事
業
者
へ
の
出
資
等
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
関
係
で
京
大
は
全
額
出
資
会
社「
京

大
オ
リ
ジ
ナ
ル
」を
設
立
し
ま
し
た（
平
成

30
年
6
月
）。
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２
．経
済
学
部
百
年
史
編
纂

　
輝
か
し
い
百
年
間
を
振
り
返
る
べ
く

『
経
済
学
部
百
年
史
』（
仮
称
）を
発
行

し
、同
窓
会
活
動
を
含
む
歩
み
を
振
り

返
り
ま
す
。わ
が
経
済
学
部
の
経
済
史

関
係
の
教
授
陣
が
執
筆
い
た
し
ま
す
。

３
．国
際
研
究
集
会

　
海
外
か
ら
著
名
な
経
済
学
者
を
招

き
、大
学
院
生
や
若
手
研
究
者
た
ち
と

の
研
究
交
流
の
機
会
を
提
供
し
、将
来

の
国
際
的
飛
躍
の
契
機
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
５
万
円
以
上
の
寄
付
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
は
、記
念
式
典
に
ご
招

待
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、『
経
済
学
部

百
年
史
』を
謹
呈
い
た
し
ま
す
。ご
寄
付

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
可
能
で

す
。是
非
と
も
百
周
年
を
皆
さ
ま
と
と

も
に
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、ご
支
援
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。本
事
業
は
経
済
学
部
と
と

も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た「
京
都
大
学
経

済
学
会
」と
の
共
催
、あ
る
い
は
後
援
を

受
け
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
同
窓
会
報
で
も
お
伝
え
し

て
お
り
ま
す
が
、京
都
大
学
経
済
学
部

は
2
0
1
9
年
に
設
立
百
周
年
を
迎
え

ま
す
。経
済
学
部
で
は
準
備
委
員
会
を

中
心
に
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
3
月
に
は
小
塚
修
一
郎
同
窓
会
会

長
と
文
世
一（
前
）経
済
学
部
長
の
連
名

で
同
窓
会
員
の
皆
様
に
百
周
年
事
業
の

趣
意
書
と「
経
済
学
部
百
周
年
記
念
事

業
基
金
」へ
の
ご
寄
付
の
お
願
い
を
お

送
り
い
た
し
ま
し
た
。す
で
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
々
に
は
深
謝
申
し
上
げ

ま
す
。本
基
金
は
記
念
事
業
の
実
施
だ

け
で
な
く
、次
世
代
の
た
め
教
育
と
研

究
環
境
の
整
備
に
役
立
て
る
こ
と
も
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
引
き

続
き
、ご
寄
付
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
事
業
の
内
容

１
．百
周
年
記
念
式
典

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、式
典
、祝
賀
パ
ー
テ
ィ
）

（
2
0
1
9
年
10
月
19
日（
土
）ウエス
ティ

ン
都
ホ
テ
ル
京
都
）

　
慌
た
だ
し
い
時
代
の
流
れ
の
中
で
、

自
学
自
習・少
人
数
教
育
を
掲
げ
た
京

都
大
学
経
済
学
部・経
済
学
部
の
教
育

の
在
り
方
も
、大
き
な
見
直
し
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。良
き
伝
統
は
大
切
に
守

り
つ
つ
も
、必
要
な
変
革
に
は
果
敢
に

挑
戦
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。京

都
大
学
経
済
学
部
の
長
所・短
所
を
熟

知
す
る
有
識
者
を
お
招
き
し
、こ
れ
ま

で
の
百
年
を
見
据
え
、こ
れ
か
ら
の
百

年
を
展
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
へ
の
ご
案
内
は
2
0
2
0
年
3

月
ご
ろ
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。京
都

駅
か
ら
20
分
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
、ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、京
都

随
一
の
ホ
テ
ル
と
し
て
の
様
式
と
歴
史

を
持
つ
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都

は
、百
周
年
記
念
式
典
に
ふ
さ
わ
し
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、何
卒
ご
出

席
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

http://www.starwoodhotels.com

経
済
学
部

百
周
年
記
念
事
業

江
上
　雅
彦

京
都
大
学
経
済
学
研
究
科
長
経
済
学
部
長

経
済
学
部

百
周
年
記
念
事
業
基
金
の
使
途

個
人
の
方

■
所
得
税
の
控
除

　
所
得
税
法
第
78
条
第
2
項
第
2
号
に
よ
り
、
そ
の

年
に
支
出
し
た
寄
附
金
の
額
（
総
所
得
金
額
等
の
40

%
を
上
限
と
す
る
）
か
ら
、
2
千
円
を
引
い
た
額
を
、

所
得
税
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
住
民
税
の
控
除

　
京
都
府
・
京
都
市
・
大
阪
府
・
滋
賀
県
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
寄
附
金
額
（
総
所
得
金
額
等
の
30
％
を

上
限
と
す
る
）
に
対
し
て
、
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
控
除
額
は
、
寄
附
金
額
か
ら
2
千
円
を
差
し
引
い

た
額
に
対
し
て
、
府
県
民
税
は
4
％
、
市
民
税
は
6
％

を
乗
じ
た
額
と
な
り
ま
す
。

法
人
の
方

　
寄
附
金
の
全
額
を
損
金
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 税

制
上
の
優
遇
措
置

○
経
済
学
部
百
年
史
編
纂

○
百
周
年
記
念
事
業
の
実
施

○
国
際
研
究
集
会
の
支
援

○
教
育
・
研
究
設
備
の
充
実

○
若
手
研
究
者
の
支
援

《
基
金
の
ペ
ー
ジ
》

http://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/
contribution/economics/

「
京
都
大
学
基
金
」「
経
済
学
部
」
で
検
索
し
て
い
た

だ
い
て
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



【
経
営
学
部
門
】

「
義
務
化
さ
れ
た
役
職
は
何
を
も
た
ら

す
の
か
　コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス・

コ
ー
ド
と
社
外
取
締
役
」

浅
野
太
紀
、久
保
田 

諒
、菱
川
航
平

　平
成
30
年
4
月
25
日（
水
）1
限（
入
門

演
習
の
時
間
）に
授
賞
式
が
執
り
行
わ

れ
、江
上
雅
彦
研
究
科
長
よ
り
受
賞
者

代
表
4
名
に
賞
状・副
賞
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。授
賞
式
に
続
い
て
受
賞
論
文

報
告
会
が
行
わ
れ
、い
ず
れ
の
報
告
代

表
者
も
丁
寧
に
受
賞
論
文
を
報
告
し
、

教
員
や
学
生
か
ら
の
質
疑
に
対
し
て
的

確
に
応
え
て
い
ま
し
た
。

　入
門
演
習
は
高
校
教
育
か
ら
大
学
教

育
へ
の
移
行
を
目
的
と
し
て
、ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
や
学
術
倫
理
を
習
得
す

る
ゼ
ミ
形
式
の
1
回
生
全
員
が
受
講
す

る
科
目
で
す
。受
賞
論
文
報
告
会
終
了

後
に
入
門
演
習
の
受
講
学
生
か
ら
、「
経

済
学
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
、経

済
学
の
研
究
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が

湧
い
た
」、と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。新
入
生
が
受
賞
論
文
報
告
会
を
聴

講
し
、上
回
生
の
優
れ
た
研
究
報
告
に

触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
経
済
学
や
経

営
学
を
学
ぶ
こ
と
で
具
体
的
に
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
」を
、入
学
後
の

早
い
段
階
か
ら
知
り
、目
標
や
目
的
を

持
っ
て
有
意
義
な
大
学
生
活
を
送
る
契

機
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

都
大
学
経
済
学
部
で
は

卒
業
論
文
を
顕
彰
す
る

制
度
と
し
て
優
秀
卒
業

論
文
賞
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。学
生
か
ら「
学
生
論
文
賞
が
あ

れ
ば
応
募
し
た
い
」と
の
声
が
あ
り
、さ

ら
な
る
学
生
へ
の
研
究
奨
励
の
制
度
と

し
て
、研
究
に
対
す
る
関
心
や
意
欲
の

向
上
を
期
待
し
、平
成
29
年
度
に
、卒
業

論
文
以
外
の
単
著
論
文
や
共
著
論
文
を

顕
彰
す
る
優
秀
学
生
論
文
賞・樟
若
葉

賞
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　本
賞
は
本
学
部
の
1
回
生
以
上
の
共

著
論
文
、お
よ
び
、1
〜
3
回
生
の
単
著

論
文
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。単
著
論

文
に
加
え
て
共
著
論
文
も
対
象
と
し
て

お
り
、学
生
が
チ
ー
ム
で
同
一
の
目
標

に
向
か
っ
て
取
り
組
み
、各
人
の
能
力

を
生
か
し
つ
つ
共
同
で
1
つ
の
物
事
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　第
1
回
の
平
成
29
年
度
は
10
論
文
の

応
募
が
あ
り
、厳
正
な
審
査
を
経
て
、次

の
４
論
文
へ
の
授
賞
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。受
賞
論
文
は
、先
行
研
究
の
堅
実
な

サ
ー
ベ
イ
を
行
い
、そ
れ
ら
の
先
行
研

究
を
踏
ま
え
て
独
自
の
学
術
的
貢
献
を

果
た
し
た
意
欲
的
な
学
生
論
文
で
す
。

【
経
済
学
部
門
】

「
暗
号
通
貨
と
制
度
設
計
」

渋
谷
春
樹
、木
村 

優
、

Gaukhar Kassym
bekova

、

Jeon Dayoung

、宋 

拓
樹
、

賀
数
弘
一
、王 

一
鐸
、久
米
竜
樹

「CIP

が
不
成
立
と
な
る
要
因
に
お
け
る

実
証
分
析
　ベ
ー
シ
ス
と
日
本
の
政
策

の
関
係
に
つ
い
て
」

松
田
尚
樹
、畠
山
喜
充
、呉 
智
恵
、

林
田
健
宏
、三
須
敬
祐
、薬
師
寺 
紀
伊
、

横
谷
暢
斗
、渋
谷
正
浩
、野
間
口 
大
雅
、

松
瀬
澪
奈
、山
口 

諒

【
経
済
史
部
門
】

「
ヴ
ェ
ル
ナ
ー・ゾ
ン
バ
ル
ト
に
お
け
る

資
本
主
義
精
神
と
ユ
ダ
ヤ
教
教
義
の
発

生
史
的
連
関―

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー

バ
ー
批
判
の
構
造
と
視
座―

」

渡
邊 

碩

京

Graduate School Of Economics

平
成
29
年
度
教
科
委
員
会
委
員
長

佐
々
木
　啓
明

京
都
大
学
経
済
学
部
優
秀
学
生
論
文
賞
・
樟
若
葉
賞

授
賞
式
・
受
賞
論
文
報
告
会

授賞式
＆

報告会
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昭
和
２８
年
卒
・
京
都
大
学
名
誉
教
授

　山
田

　浩
之

た
い
と
考
え
、準
備
中
で
あ
る
。

　
文
化
経
済
学
に
つ
い
て
は
、島
田
崇

司
氏
が
主
催
す
る「
京
の
ま
つ
り
研
究

会
」に
参
加
し
て
、主
と
し
て
祇
園
祭

の
研
究
を
行
っ
て
き
た
が
、日
本
の
主

要
な
他
の
祭
り
の
研
究
者
と
共
同
研

究
を
行
い
、そ
の
成
果
を
、昨
年『
都
市

祭
礼
文
化
の
継
承
と
変
容
を
考
え
る
』

(

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房)

と
し
て
出
版
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
も
う
一
つ
。以
上
の
３
分
野
に
関
心

成
７
年
に
退
官
し
た
後
、

大
阪
国
際
大
学(

政
経
学

部
教
授
と
し
て
２
年)

、大

阪
商
業
大
学(

大
学
院
地
域
政
策
学
研

究
科
長
と
し
て
５
年)

、羽
衣
国
際
大
学

(

学
長
と
し
て
４
年)

に
勤
め
、教
育
・
研

究
活
動
を
１１
年
間
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
そ
の
後
は
今
日
ま
で
、幸
い
大
病
を

し
な
か
っ
た
の
で
、研
究
中
心
の
生
活

を
送
っ
て
い
る
。私
は
、交
通
経
済
学

の
勉
強
か
ら
出
発
し
た
が
、
ア
メ
リ

カ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
昭
和
４４
年
か

ら
２
年
間
留
学
し
て
、都
市
経
済
学
と

い
う
新
し
い
経
済
学
の
抬
頭
に
刺
激

さ
れ
、そ
れ
以
来
、都
市
・
地
域
経
済
学

に
も
研
究
を
拡
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
成
果
を『
都
市
の
経
済
分
析
』(

有

斐
閣
、昭
和
５５
年)

と
し
て
出
版
し
、経
済
学

博
士
号
を
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　
平
成
に
入
っ
た
頃
、文
化
経
済
学
と

い
う
新
し
い
研
究
分
野
が
開
拓
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
り
、そ
の
魅
力
に

惹
か
れ
て
、文
化
経
済
学
の
研
究
も
始

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
わ
け

で
、
現
在
の
研
究
範
囲
は
交
通
経
済

学
、都
市
・
地
域
経
済
学
、文
化
経
済
学

の
３
分
野
で
あ
る
。

　
交
通
経
済
学
は
、関
西
鉄
道
協
会
都

市
交
通
研
究
所
に
設
立(

昭
和
４０
年)

以

来
関
わ
り
、所
長(

平
成
１５
〜
１９
年)

も

務
め
た
の
で
、同
研
究
所
の
研
究
委
員

会
に
参
加
し
、都
市
交
通
や
観
光
に
つ

い
て
研
究
を
続
け
て
い
る
。都
市
・
地

域
経
済
学
は
、池
上
惇
名
誉
教
授
が
中

心
に
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
市
民
大
学

院
で
平
成
２０
年
か
ら「
京
都
ま
ち
づ
く

り
学
」を
担
当
し
、セ
ミ
ナ
ー
形
式
の

研
究
会
を
主
催
し
て
い
る
。
１０
年
間
に

多
く
の
興
味
深
い
研
究
報
告
が
行
わ

れ
た
の
で
、そ
れ
ら
を
編
集
し
て「
京

都
ま
ち
づ
く
り
研
究
」と
し
て
出
版
し

平 研
究
を
楽
し
む

が
あ
り
、勉
強
し
た
い
と
考
え
る
人
な

ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
、研
究
を
楽
し

む
会「
都
市
文
化
・
地
域
経
済
研
究
学

堂
」を
平
成
２０
年
に
立
ち
上
げ
、京
友
会

(

山
田
ゼ
ミ
同
窓
会)

の
会
員
に
も
声
を

か
け
、
楽
し
い
研
究
会
を
行
っ
て
い

る
。

　
今
日
ま
で
、研
究
を
続
け
て
来
ら
れ

た
の
は
、多
く
の
人
の
支
援
の
お
か
げ

で
あ
る
。こ
の
機
会
に
厚
く
感
謝
の
意

を
表
し
た
い
。
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成
生
　達
彦

　
3
月
に
定
年
退
職
し
、4
月
か
ら
同
志
社
大
学
の

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
移
り
ま
し
た
。

　
京
都
大
学
に
移
っ
た
当
初
は
教
育・研
究
に
専
念

で
き
た
の
で
す
が
、経
営
管
理
大
学
院
の
設
置
に
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
雑
用
が
多
く
な
り
、研

究
部
長
を
務
め
た
後
に
は
心
臓
と
肝
臓
の
病
気
に

苦
し
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、そ
れ
な
り
の
研

究
成
果
を
出
せ
た
の
は
、良
い
同
僚
と
学
生
の
お
か

げ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
還
暦
を
過
ぎ
た
ら
ま
っ
と
う
な
研
究
は
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、「
垂
直

的
取
引
関
係
」に
つ
い
て
や
り
残
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、65
才
に
な
っ
て
も
知
的
好
奇
心
は
健
在
な
の

で
、良
い
環
境
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
同
志
社
大

学
に
感
謝
し
つ
つ
、も
う
少
し
研
究
を
続
け
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

長
谷
川
　誠

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科・経
済
学
部
　
准
教
授

【
担
当
講
義
科
目
】

学
　
部：公
共
経
済
学

大
学
院：公
共
経
済
学
A
、公
共
経
済
学
B

【
抱
負・感
想
】

　
2
0
1
7
年
8
月
に
本
学
に
着
任
し
ま
し
た
。専

門
分
野
は
公
共
経
済
学
で
す
。最
近
は
主
に
税
制
に

関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。現
在
の
研
究

テ
ー
マ
の
一
つ
は
、多
国
籍
企
業
が
海
外
で
稼
得
し

た
利
益
に
対
す
る
国
内
で
の
課
税
や
課
税
方
式（
国

際
課
税
制
度
と
呼
ば
れ
ま
す
）が
、企
業
活
動
に
与

え
る
様
々
な
影
響
を
財
務
デ
ー
タ
を
使
っ
て
分
析

す
る
こ
と
で
す
。国
際
課
税
制
度
以
外
に
も
、広
く

税
制
に
対
す
る
納
税
者（
個
人・法
人
）の
反
応
を
分

析
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。私
は
学
部
と
大

学
院
修
士
課
程
ま
で
の
6
年
間
は
本
学
で
学
び
ま

し
た
。そ
の
後
は
米
国
に
留
学
し
て
、ミ
シ
ガ
ン
大

学
で
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。久
し
ぶ
り
に
京
都

に
戻
っ
て
き
て
、母
校
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

西
山
　慎
一

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科・経
済
学
部
　
教
授

【
担
当
講
義
科
目
】

学
　
部：マ
ク
ロ
経
済
学
２

大
学
院：英
語
マ
ク
ロ
経
済
学
、応
用
マ
ク
ロ
経
済
分
析

【
抱
負・感
想
】

　
慶
應
義
塾
大
学
を
卒
業
後
、日
本
経
済
新
聞
社
、

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
院
、米
国
議
会
予
算
局
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
立
大
学
、英
国
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学

を
経
て
昨
年
8
月
、ご
縁
が
あ
っ
て
京
都
大
学
に
赴

任
し
ま
し
た
。専
門
は
マ
ク
ロ
経
済
学
、財
政
学
、数

量
経
済
学
で
す
。異
質
な
多
数
の
家
計
で
構
成
さ
れ

る
動
学
一
般
均
衡・世
代
重
複
モ
デ
ル
を
用
い
た
税

制・社
会
保
障
改
革
の
分
析
や
そ
れ
に
関
連
す
る
世

代
内・世
代
間
の
経
済
格
差
の
分
析
に
最
も
関
心
が

あ
り
ま
す
。現
在
は
特
に
日
本・米
国
の
少
子
高
齢

化
の
下
で
の
望
ま
し
い
財
政
政
策
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。京
都
大
学
に
は
志
が
高
く
優
秀
な
学

生
が
多
い
の
で
、彼
ら
の
関
心
を
引
き
出
し
、自
主

的
な
研
究
の
後
押
し
を
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

教
員
の
紹
介

Thank you very m
uch退　任

Welcome

新　任
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安
井
　大
真

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科・経
済
学
部
　
准
教
授

【
担
当
講
義
科
目
】

学
　
部：マ
ク
ロ
経
済
学
入
門
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
学
的
マ
ク
ロ
経
済
分
析

大
学
院：マ
ク
ロ
経
済
政
策
分
析
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
口
動
態
と
マ
ク
ロ
経
済
学

【
抱
負・感
想
】

　
２
つ
の
学
部（
文
学
部
、経
済
学
部
）と
大
学
院

（
経
済
学
研
究
科
）で
、あ
わ
せ
て
１５
年
間
を
学
生
と

し
て
過
ご
し
た
京
都
大
学
に
８
年
ぶ
り
に
戻
っ
て

参
り
ま
し
た
。前
任
の
神
戸
大
学
の
経
済
学
研
究
科

で
は
マ
ク
ロ
経
済
学
系
の
授
業
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
が
、こ
ち
ら
で
も
同
じ
く
マ
ク
ロ
経
済
学
系
の

授
業
を
担
当
い
た
し
ま
す
。専
門
は
マ
ク
ロ
経
済
学

と
労
働
経
済
学
で
、と
り
わ
け
人
口
動
態
と
マ
ク
ロ

経
済
の
相
互
作
用
に
関
心
を
持
っ
て
研
究
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。こ
こ
１０
年
く
ら
い
同
じ
テ
ー
マ
で
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、新
た
な
環
境
の
も
と
で

何
か
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
で
き
な
い
か
模
索
中

で
す
。何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ア
イ
ビ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　  （Steven Ivings

）

京
都
大
学
経
済
学
研
究
科・経
済
学
部・

国
際
化
支
援
　
講
師

【
担
当
講
義
科
目
】

学
　
部：経
済
英
語
A・B

大
学
院：Academ

ic W
riting & Discussion, 

　Advanced Academ
ic W
riting, Field Research 

　in East Asia, Field Research in Japan

出
身
地：ロ
ン
ド
ン（
イ
ギ
リ
ス
）

【
抱
負・感
想
】

　
2
0
1
4
年
に
ロ
ン
ド
ン・ス
ク
ー
ル・オ
ブ・エ
コ

ノ
ミ
ク
ス
で
博
士（
経
済
史
専
攻
）の
学
位
を
取
得
し
、

そ
の
後
ド
イ
ツ
に
あ
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
３
年

間
助
教
と
し
て
東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済・文
化

史
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。2
0
1
7
年
7
月
か
ら
京
都

大
学
に
赴
任
し
て
い
ま
す
。

　
研
究
分
野
は
社
会
経
済
史
で
、特
に
植
民
地
開
発
論
、

出
稼
ぎ
労
働
、人
の
移
動
と
経
済
を
研
究
し
て
お
り
ま

す
。最
近
は
函
館
か
ら
み
る
19
世
紀
後
半
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
拡
大
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　
経
済
学
研
究
科・経
済
学
部
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
成
育
に
活
用
し
て
頂
け
る
よ
う
、一
生
懸
命
努
め
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

久
野
　愛

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科・経
済
学
部
　
講
師

【
担
当
講
義
科
目
】

学
　
部：東
ア
ジ
ア
経
済
論
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

大
学
院：Com

parative Business Ethics

、　

　Business and the Global Econom
y

【
抱
負・感
想
】

　
米
国
で
博
士
号
を
取
得
し
研
究
員
を
務
め
た
後
、

昨
年
7
月
に
着
任
し
ま
し
た
。専
門
は
経
営
史
で
、

特
に
企
業
活
動
と
社
会
的・文
化
的
変
化
と
の
関
係

に
興
味
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
米
国
の
食
品
産

業
に
焦
点
を
当
て
、食
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
ジ
ェ

ン
ダ
ー
論
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
歴
史
的

背
景
や
、企
業
の
生
産・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が

い
か
に
消
費
者
の
視
覚
や
味
覚
と
い
っ
た
感
覚
に

影
響
を
与
え
、さ
ら
に
は
人
々
の
五
感
に
対
す
る
考

え
方
な
ど
が
い
か
に
変
化
し
て
き
た
の
か
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。学
部・大
学
院
と
も
に
経
済
学

部
で
は
な
く
、地
域
文
化
研
究
や
歴
史
学
を
専
攻
し

て
き
た
た
め
、授
業
を
含
め
様
々
な
面
で
新
た
な
発

見
や
刺
激
が
あ
り
ま
す
。今
後
は
新
し
い
環
境
で
、

自
分
の
研
究
領
域
も
意
欲
的
に
広
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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From graduates

　
京
大
卒
業
か
ら
早
４０
年

　
愛
知
県
刈
谷
市
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
、５
年
間
の
オ
ラ
ン
ダ
勤
務
以

外
は
職・住
と
も
刈
谷
市
と
い
う
生
活
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、２
年
前
に
静
岡
県

湖
西
市
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
会
社
に
異
動
し
て
、今
は
愛
知
県
豊
橋
市
に
住
ん
で
い
ま

す
。

　
湖
西
市
は
浜
名
湖
西
岸
に
あ
り
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

の
創
始
者
で
あ
る
豊
田
佐
吉
翁
の
生
誕
の
地
で
あ
り
、規
模
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
産
業

都
市
の
色
彩
の
あ
る
市
と
い
え
ま
す
。

　
当
地
に
来
て
、昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主
直
虎
」の
影
響
も
あ
り
、浜
名
湖

周
辺
の
地
を
訪
ね
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。私
は
歴
史
小
説
が
好
き
で
、地
名
と

そ
こ
で
何
が
起
こ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、あ
る
程
度
知
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た

が
、や
は
り
実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
知
ら
な
い
こ
と
の
多
さ
に
驚
く
ば
か
り
で

す
。

　
例
え
ば
、浜
名
湖
の「
今
切
」。１
４
９
８
年
の
明
応
地
震
に
よ
り
浜
名
湖
は
海
と
直

接
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
、江
戸
時
代
の
東
海
道
に
は「
今
切
の
渡
し
」が
あ
っ
た
こ

と
。浜
名
湖
北
岸
の「
気
賀
宿
」（「
直
虎
」の
主
要
な
舞
台
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
）。

「
姫
街
道（
本
坂
通
）」の
要
衝
で
あ
り
、江
戸
時
代
に
は
東
海
道
三
大
関
所
で
あ
る「
気

賀
関
所
」が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
。等
々…

　
会
社
生
活
も
も
う
少
し
。で
き
れ
ば
、日
本
各
地
を
訪
れ
て
、美
し
い
景
観
と
そ
の
地

の
歴
史
に
浸
る
こ
と
を
一
つ
の
楽
し
み
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
1
9
8
5
年
に
西
宮
市
の
甲
陽
学
院
高
校
を
卒
業
し
、一
浪
の
末
、京
都
大
学
経

済
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。合
格
発
表
の
数
日
後
、京
大
生
協
で
下
宿
を
探
し
て
い
た
時

に
ア
パ
ー
ト
経
営
を
し
て
い
る
と
い
う
女
性
に
声
を
か
け
ら
れ
、タ
ク
シ
ー
で
一
乗
寺

へ
。た
ど
り
着
い
た
の
は
2
階
建
て
の
木
造
ぼ
ろ
ア
パ
ー
ト
。4
畳
半
、風
呂
な
し
、台

所・ト
イ
レ
共
同
。1
万
4
千
円
の
格
安
家
賃
に
魅
か
れ
、4
年
間
を
過
ご
す
こ
と
に
。授

業
に
は
ほ
と
ん
ど
出
ず
、起
き
た
ら「
笑
っ
て
い
い
と
も
！
」が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
。日
頃
、大
学
に
行
く
の
は
中
央
食
堂
と
、日
雇
い
バ
イ
ト
を
探
す
た
め
に
学

相（
学
生
相
談
所
）に
通
う
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
た
。

　
中
学
、高
校
と
〝
引
き
こ
も
り
〞 が
ち
で
、友
達
も
少
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、出
野

荘
と
い
う
古
風
な
ア
パ
ー
ト
は
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
場
所
で
し
た
。住
人
は
15
人

程
度
。1
回
生
の
時
は
同
志
社
の
先
輩
と
我
々
京
大
生
が
混
在
、2
回
生
以
降
は
オ
ー
ル

京
大
生
と
な
り
、毎
晩
の
よ
う
に
酒
や
く
だ
ら
な
い
雑
談
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
守
ら
れ
た
お
洒
落
な
ワ
ン
ル
ー
ム
暮
ら
し
に
憧
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、4
年
間
、濃
密
な
共
同
生
活
を
続
け
た
こ
と
で
、か
け
が
え
の
な
い
仲
間
が
で
き

ま
し
た
。社
会
に
出
て
30
年
近
く
経
っ
た
今
で
も
、下
宿
の
仲
間
と
は
２
〜
3
か
月
に
1

度
、飲
み
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　「
京
大
生
は
つ
る
ま
な
い
」と
世
間
で
言
わ
れ
ま
す
が
、我
々
自
身
も
群
れ
る
の
は
格

好
が
悪
い
と
思
っ
て
い
る
節
が
あ
り
ま
す
。1
9
9
0
年
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
に
入
社
し
て
、

3
年
目
ぐ
ら
い
の
時
に
社
内
の
京
大
Ｏ
Ｂ
会
を
開
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。あ
る
先
輩

の「
京
大
出
身
者
は
つ
る
む
の
は
似
合
わ
な
い
。つ
る
ま
な
く
て
も
、ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取

る
か
ら
、つ
る
む
必
要
が
な
い
」と
の
発
言
に
は
、「
京
大
生
の
9
9.
9
9
9
9
9
%
以

上
、関
係
な
い
ぞ
！
」と
心
の
中
で
突
っ
込
み
を
入
れ
ま
し
た
。

　
2
0
0
0
年
初
頭
ぐ
ら
い
か
ら
、3
か
月
に
一
度
、東
京
で「
百
万
遍
会
」と
い
う
会
を

銀
座
で
開
い
て
お
り
、毎
回
20
数
名
が
参
加
し
、学
部
の
垣
根
を
越
え
、交
流
し
て
い
ま
す
。

年
齢
も
20
代
か
ら
60
代
、職
業
、会
社
も
多
岐
に
渡
り
、い
ろ
い
ろ
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
京
大
卒
業
生
と
交
流
で
き
る
会
で
す
。ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。京

大
生
ら
し
く
、ゆ
る
や
か
に
つ
る
み
ま
し
ょ
う
！

kazuto..koide0627@
gm
ail.com

卒業生だより

近
況
そ
し
て
こ
れ
か
ら…

昭
和
53
年
卒

田
島
　明
雄

京
大
生
は
ゆ
る
や
か
に

つ
る
み
ま
し
ょ
う
！

平
成
２
年
卒

小
出
　和
人
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経
済
学
部
を
卒
業
し
総
務
省
に
職
を
得
て
以
来
、主
に
情
報
通
信
政
策
分
野
に
お
い

て
、個
人
情
報
保
護
、迷
惑
メ
ー
ル
対
策
、公
文
書
管
理
法
、通
信
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者
保

護
な
ど
を
担
当
し
、現
在
は
主
に
固
定
通
信
の
競
争
政
策
や
規
制
の
運
用
を
担
当
し
て

い
ま
す
。ま
た
、途
中
、中
国
復
旦
大
学
へ
の
留
学
や
フ
ラ
ン
ス・パ
リ
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務

局
へ
の
出
向
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
般
に
、日
本
人
は
礼
儀
正
し
く
、勤
勉
で
協
調
性
の
あ
る
人
々
と
さ
れ
る
一
方
で
、

様
々
な
国
籍
の
職
員
が
働
く
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は
日
本
人
職
員
は
大
人
し
い
と
い
う
評
判
も

あ
り
、こ
れ
は
逆
に
言
え
ば
他
の
職
員
等
と
の
摩
擦
を
避
け
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
評

価
で
も
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。中
国
は
、少
な
く
と
も
摩
擦
を
恐
れ
る
こ
と
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。仮
に
日
本
人
が「
大
人
し
く
」本
当
は
必
要
な
摩
擦
を
避
け
る
傾

向
が
あ
る
と
し
た
ら
、ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
私
が
よ
く
担
当
し
て
き
た
消
費
者
行
政
は
、情
報
量
や
経
験・能
力
で
不
利
な
立
場
に

置
か
れ
て
被
害
を
受
け
る
人
々
の
た
め
に
行
政
が
介
入
す
る
性
質
の
制
度
の
運
用
や
改

善
が
主
な
役
割
で
し
た
。制
度
の
性
質
上
や
む
を
得
な
い
の
で
す
が
、不
利
な
立
場
の
消

費
者
に
誠
実
に
対
応
し
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
姿
を
目
に
す
る
こ
と
は
、私
の
こ
れ
ま
で
の

業
務
の
中
で
は
全
く
珍
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。利
潤
追
求
は
経
済
学
部

で
習
っ
た
教
科
書
通
り
の
行
動
で
、社
会
発
展
の
原
動
力
で
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の
際

は
、消
費
者
一
人
一
人
が
十
分
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、ま
た
、消
費
者
自
ら

も
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
本
来
の
姿
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
れ
も
教
科
書
通

り
の
こ
と
だ
が
、行
政
の
力
不
足
も
あ
っ
て
、必
ず
し
も
十
分
に
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
消
費
者
や
労
働
者
は
、お
か
し
い
と
思
う
と
き
は
も
っ
と
声
を
上
げ
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。そ
う
い
う
摩
擦
が
あ
れ
ば
、様
々
な
既
存
の
仕

組
が
も
っ
と
十
分
に
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。も
っ

と
も
、声
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
努
め
る
の
も
、行
政
の
役
割
だ
と
言
わ
れ

れ
ば
、そ
の
と
お
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が・・・。い
ず
れ
に
せ
よ
引
き
続
き
日
本
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
京
都
大
学
の
経
済
学
部
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、経
験
で
き
た
こ
と
が
数
多
く
あ
り
、い
ま

の
自
分
に
繋
が
って
い
る
と
思
う
。

　
学
部
卒
業
後
は
東
京
で
働
き
、故
郷
の
奈
良
県
に
戻って
、県
議
会
議
員
を
務
め
て
い
る
。

　
経
済
学
に
は
当
初
、特
別
の
関
心
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、経
済
学
部
で
恩

師
と
出
会
っ
た
。吉
田
和
男
先
生
の
ゼ
ミ
で
、ミ
ク
ロ・マ
ク
ロ・ゲ
ー
ム
理
論・制
度
経
済

学・ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
な
ど
を
幅
広
く
学
び
、江
上
雅
彦
先
生
の
ゼ
ミ
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

出
席
し
、金
融
工
学
の
一端
を
学
ん
だ
。ゼ
ミ
の
同
期
は
経
済
産
業
省
や
財
務
省
な
ど
の

官
庁
で
も
活
躍
し
、た
ま
に
酒
を
酌
み
交
わ
す
。

　
経
済
学
部
の
自
治
会
長
を
や
った
。経
済
学
部
同
好
会
常
任
委
員
長
と
い
う
の
が
正
式

名
称
で
、い
わ
ゆ
る「
Ｅ
地
下
」を
自
主
管
理
し
、「
ゼ
ミ
紹
介
」を
主
催
し
、
１１
月
祭
で
経

済
学
部
企
画
を
催
し
た
。

　
入
学
式
後
、法
経
第
七
教
室
に
集
ま
っ
た
新
入
生
へ
学
部
長
に
続
い
て
挨
拶
し
、「
君
の

話
が
い
ち
ば
ん
良
か
った
」と
褒
め
て
い
た
だ
い
た
。

　
青
木
昌
彦
先
生
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
お
越
し
い
た
だ
き
、新
入
生
へ
お
話
い
た
だ
い
た
。

講
演
録
は「
経
済
学
を
学
ぶ
心
構
え
」と
題
し
て
、ち
く
ま
新
書『
青
木
昌
彦
の
経
済
学
入

門
』（
２
０
１
４
年
）に
収
め
ら
れ
て
い
る
。自
治
会
室
に
転
が
っ
て
い
た
大
昔
の「
赤
ヘ
ル

メ
ッ
ト
」を
一つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

　
京
都
大
学
新
聞
社
の
学
生
代
表（
編
集
会
議
長
）も
務
め
た
。文
系・理
系
の
垣
根
を
越

え
て
取
材
し
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
つ
く
っ
た
ば
か
り
の
山
中
伸
弥
先
生
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
約
６０
団
体
が
絡
む
、西
部
構
内
サ
ー
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
棟
の
建
替
問
題
を
収
拾
し
た
り
も

し
た
。２
回
目
の
幹
事
長
で「
Ｂ
連
」を「
西
団
連
」に
改
組
し
た
。学
生
部
の
職
員
さ
ん
に

も
長
い
間
お
世
話
に
な
った
。

　
自
治
会
長
を
経
験
で
き
た
の
は「
ノ
ン
ポ
リ
」の
Ｅ
な
ら
で
は
だ
った
し（
Ｊ
の
自
治
会

に
は
○
○
派
が
い
た
）、ま
さ
に
あ
の
頃
の
京
大
だ
っ
た
か
ら
、面
白
い
こ
と
も
い
ろ
い
ろ

経
験
で
き
た
。京
大
と
の
ご
縁
は
永
く
続
き
、今
春
も
新
入
生
に
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。（
写
真
は
そ
の
際
の
も
の
）

　
い
ま
、「
掘
れ
ば
何
か
出
る
」と
言
わ
れ
る
奈
良
県
の
政
策
決
定
の
場
で
、文
化
価
値
と

経
済
合
理
性
の
調
和
を
テ
ー
マ
と
し
て
奔
走
し
て
い
る
。

最
近
考
え
る
こ
と

平
成
16
年
卒

大
磯
　一

他
で
も
な
い
京
都
大
学
の
、

他
で
も
な
い
経
済
学
部
で

平
成
２４
年
卒

中
川
　崇
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策
で
あ
る
の
で
、企
業
の
経
営
者
が
反
対

を
表
明
す
る
も
の
の
、多
く
の
国
で
政
治

的
に
実
現
さ
れ
や
す
い
政
策
で
す
。こ
の

政
策
の
有
効
性
に
つ
い
て
経
済
学
的
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　最
低
賃
金
が
労
働
市
場
に
与
え
る
影

響
は
、労
働
市
場
の
分
析
に
お
い
て
古
典

的
な
研
究
課
題
の
一
つ
で
す
。雇
用
と
賃

金
に
与
え
る
影
響
に
関
し
て
は
多
く
の

研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。先
行
研
究

は
、最
低
賃
金
が
労
働
市
場
に
意
図
し
た

効
果
だ
け
で
な
く
意
図
せ
ざ
る
効
果
を

も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
、意
図
し
た
効
果

と
い
う
の
は
、低
賃
金
労
働
者
の
賃
金
を

引
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。そ
れ
に
対
し

て
、意
図
せ
ざ
る
効
果
と
い
う
の
は
、低

賃
金
労
働
者
の
職
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
、

低
賃
金
労
働
者
を
雇
用
す
る
企
業
が
提

供
す
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
上
昇

す
る
こ
と
、中
小
事
業
所
の
開
業
を
妨
げ

閉
業
を
促
す
こ
と
、な
ど
で
す
。こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
、最
低
賃
金
が
も
た
ら
す
意

図
せ
ざ
る
効
果
の
有
無
と
そ
の
大
き
さ

に
つ
い
て
、専
門
家
の
間
で
意
見
の
一
致

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
に

加
え
て
、最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
い
う

政
策
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、そ
れ
ら
の

意
図
し
た
効
果
や
意
図
せ
ざ
る
効
果
を

推
定
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま

　経
済
学
で
最
初
に
学
ぶ
こ
と
の
一
つ

に「
効
用
」と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
。あ

る
人
の
効
用
の
水
準
は
、そ
の
人
の
満
足

度
を
表
し
ま
す
。経
済
学
者
が
労
働
市
場

の
分
析
を
行
う
場
合
に
は
、あ
る
労
働
者

の
効
用
は
そ
の
労
働
者
の
消
費
や
余
暇

な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
考
え
ま
す
。こ

の
と
き
、労
働
者
の
満
足
度
を
決
め
る
要

因
は
無
数
に
あ
り
ま
す
が
、経
済
学
で
は

そ
の
文
脈
に
お
い
て
特
に
重
要
な
要
因

（
例
え
ば
、消
費
と
余
暇
）に
焦
点
を
当

て
、労
働
者
の
効
用
が「
他
の
要
因
を
一

定
と
し
た
下
で
」消
費
や
余
暇
の
変
化
に

応
じ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
考
察

し
ま
す
。通
常
、効
用
は
消
費
と
余
暇
の

そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
に
伴
い
逓
増
す
る
一

方
で
、そ
の
追
加
的
な
効
用（
い
わ
ゆ
る

「
限
界
効
用
」）は
消
費
と
余
暇
の
そ
れ
ぞ

れ
の
増
加
に
伴
い
逓
減
す
る
と
い
う
性

質
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
効
用
と
は
経
済
学
に
お

け
る
言
わ
ば
人
々
の
幸
せ
の
指
標
で
す
。

こ
の
指
標
は
原
理
的
に
は
人
々
の
幸
せ

を
左
右
す
る
様
々
な
要
因
を
考
慮
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
に
、

あ
る
政
策
が
望
ま
し
い
か
ど
う
か
は
、そ

の
政
策
が
人
々
の
効
用
に
与
え
る
影
響

に
よ
り
ま
す
。経
済
学
の
研
究
に
お
い
て

最
も
重
視
さ
れ
る
こ
と
の
一
つ
が
政
策

評
価
で
す
が
、そ
の
際
に
は
一
国
全
体
の

幸
せ
の
指
標（
い
わ
ゆ
る
社
会
厚
生
）を

考
え
ま
す
。「
社
会
厚
生
」と
は
、あ
る
経

済
に
い
る
全
て
の
人
々
の
効
用
を
何
ら

か
の
形
で
集
計
し
た
も
の
で
す
。し
た

が
っ
て
、あ
る
政
策
を
評
価
す
る
際
に

は
、そ
の
政
策
が
社
会
厚
生
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
か
定
量
的
に
調
べ
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。そ
の
集
計

の
仕
方
に
よ
っ
て
幾
つ
か
異
な
る
社
会

厚
生
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、こ

こ
で
は
そ
の
中
で
最
も
代
表
的
な
個
人

の
効
用
の
加
重
平
均
を
社
会
厚
生
と
し

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。こ
の
場
合
、上

述
し
た
効
用
の
性
質
よ
り
、社
会
厚
生
は

あ
る
経
済
の
消
費
と
余
暇
の
平
均
的
な

水
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ

け
で
な
く
、そ
の
経
済
の
消
費
と
余
暇
の

「
格
差
」を
縮
小
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

改
善
さ
れ
ま
す
。

　近
年
多
く
の
国
で
最
低
賃
金
の
大
幅

な
引
上
げ
が
実
施
も
し
く
は
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
政
策
の
目
的
は
、最
も

低
い
賃
金
で
働
い
て
い
る
労
働
者
の
賃

金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、彼
ら

の
生
活
水
準
を
改
善
し
、社
会
全
体
の
経

済
格
差
を
抑
制
す
る
こ
と
で
す
。最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
は
、政
権
与
党
か
ら
見
た

と
き
に
は
直
接
的
な
財
政
負
担
が
な
い

政
策
で
あ
り
、野
党
か
ら
見
た
と
き
に
は

そ
の
理
念
と
信
条
か
ら
共
感
で
き
る
政
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せ
ん
。あ
る
政
策
が
望
ま
し
い
か
ど
う
か

は
、そ
の
政
策
が
人
々
の
効
用
に
与
え
る

影
響
に
よ
り
ま
す
。例
え
ば
、パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
働
く
妻
の
賃
金
が
上
が
っ
た
と

し
て
も
、財
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
上
昇

し
た
り
、フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
夫
の
職
が

不
安
定
に
な
っ
た
り
す
れ
ば
、家
計
の
消

費
は
増
え
な
い
で
し
ょ
う
。し
た
が
っ

て
、最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
い
う
政
策

を
評
価
す
る
た
め
に
は
、最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
が
消
費
や
余
暇
に
与
え
る
影
響

を
推
定
し
、そ
の
結
果
と
し
て
上
述
し
た

社
会
厚
生
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か

測
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
世

界
で
初
め
て
行
っ
た
の
がEu

ro
p
ean
 

Econom
ic Review

の
2
0
1
6
年
8

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
私
の
研
究
で
す
。

究
を
踏
ま
え
、個
人
の
背
景
や
深
層
に
潜

む
相
違
部
分
を
掘
り
下
げ
て
考
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。米
国
の

M
B
A
院
生
を
対
象
に
、パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
と
価
値
観
が
い
か
に
組
織
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
の
形
成
基
盤
に
影
響
を
及
ぼ

す
か
を
検
証
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、日
本

で
の
調
査
に
基
づ
い
て
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
志
向
性
と
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

と
の
関
連
性
も
示
し
ま
し
た
。

　最
後
に
、規
定
要
因
と
し
て
、新
た
に

関
係
的
文
脈
の
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と

の
重
要
性
を
述
べ
て
い
ま
す
。組
織
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
組
織
と
の
関
係
性
に

　組
織
へ
の
帰
属
意
識
な
ど
を
表
す
〝
組

織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
〞(organizational 

com
m
itm
ent)

と
い
う
概
念
は
1
9
6
0

年
代
あ
た
り
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
関
心
を

集
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
背
景
は
、従
業

員
の
転
職
や
無
断
欠
勤
等
の
行
動
を
解

明
し
た
い
と
い
う
期
待
に
始
ま
り
ま
す
。

　一
方
日
本
で
は
、
90
年
代
よ
り
、日
本

的「
会
社
人
間
」解
明
の
た
め
に
注
目
さ

れ
ま
し
た
。
21
世
紀
に
入
り
、中
国
で
は

所
有
体
系
の
企
業
が
並
存
す
る
中
で
の

従
業
員
の
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
構

造
や
差
異
が
研
究
の
焦
点
と
な
り
ま
し

た
。　中

・
日
・
米
三
国
の
異
な
る
背
景
の
元
、

同
じ
概
念
で
進
め
ら
れ
た
研
究
は
、非
常

に
興
味
深
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。本
書

は
、こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
実
証
研
究
を
踏

ま
え
、三
つ
の
側
面
か
ら
組
織
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
と
い
う
概
念
を
再
考
す
る
こ
と

の
必
要
性
を
唱
え
た
も
の
で
す
。

　最
初
に
、組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
構
造

の
多
様
性
を
再
検
討
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
提
起
し
ま
し
た
。従
業
員
と
組
織
と

の
心
的
〝
結
び
つ
き
〞
を
表
す
概
念
で

あ
る
な
ら
ば
、そ
の
〝
結
び
つ
き
〞
の
意

味
と
構
造
も
社
会
的
文
化
の
文
脈
に
依

存
す
る
と
考
え
た
た
め
で
す
。こ
こ
で

は
、中
日
米
に
お
け
る
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
の
構
成
概
念
に
関
す
る
捉
え
方
を

概
観
し
た
上
で
、従
来
不
足
し
て
い
る
構

造
の
多
様
性
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。具
体
的
に
は
中
国
の
従
業
員
を

対
象
に
実
証
分
析
を
行
い
、五
次
元
構
成

の
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
構
造
モ
デ
ル

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　次
に
、個
人
の
深
層
と
い
う
視
点
か
ら

組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
形
成
基
盤
を

再
考
し
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
ま
し
た
。

個
人
の
視
点
を
焦
点
と
し
な
が
ら
も
人

間
的
要
素
が
不
足
し
て
い
る
従
来
の
研

Publication information

注
目
し
て
い
ま
す
が
、従
来
の
研
究
で

は
、こ
の
関
係
性
が
社
会
的
文
脈
の
中
で

構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
う
視
点
が
十
分

で
な
い
こ
と
も
あ
り
、特
に
東
洋
で
は
相

互
依
存
的
自
己
観
が
重
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、関
係
的
文
脈
に
お
け
る
組
織

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
掘
り
下
げ
ま
し
た
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、情
緒
的
結
び
つ
き
と
支
援
の
二
つ
の

側
面
か
ら
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
与

え
る
影
響
を
考
察
し
て
い
ま
す
。

京
都
大
学
大
学
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経
済
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研
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科
・
経
済
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策
で
あ
る
の
で
、企
業
の
経
営
者
が
反
対

を
表
明
す
る
も
の
の
、多
く
の
国
で
政
治

的
に
実
現
さ
れ
や
す
い
政
策
で
す
。こ
の

政
策
の
有
効
性
に
つ
い
て
経
済
学
的
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　最
低
賃
金
が
労
働
市
場
に
与
え
る
影

響
は
、労
働
市
場
の
分
析
に
お
い
て
古
典

的
な
研
究
課
題
の
一
つ
で
す
。雇
用
と
賃

金
に
与
え
る
影
響
に
関
し
て
は
多
く
の

研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。先
行
研
究

は
、最
低
賃
金
が
労
働
市
場
に
意
図
し
た

効
果
だ
け
で
な
く
意
図
せ
ざ
る
効
果
を

も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
、意
図
し
た
効
果

と
い
う
の
は
、低
賃
金
労
働
者
の
賃
金
を

引
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。そ
れ
に
対
し

て
、意
図
せ
ざ
る
効
果
と
い
う
の
は
、低

賃
金
労
働
者
の
職
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
、

低
賃
金
労
働
者
を
雇
用
す
る
企
業
が
提

供
す
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
上
昇

す
る
こ
と
、中
小
事
業
所
の
開
業
を
妨
げ

閉
業
を
促
す
こ
と
、な
ど
で
す
。こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
、最
低
賃
金
が
も
た
ら
す
意

図
せ
ざ
る
効
果
の
有
無
と
そ
の
大
き
さ

に
つ
い
て
、専
門
家
の
間
で
意
見
の
一
致

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
に

加
え
て
、最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
い
う

政
策
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、そ
れ
ら
の

意
図
し
た
効
果
や
意
図
せ
ざ
る
効
果
を

推
定
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま

　経
済
学
で
最
初
に
学
ぶ
こ
と
の
一
つ

に「
効
用
」と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
。あ

る
人
の
効
用
の
水
準
は
、そ
の
人
の
満
足

度
を
表
し
ま
す
。経
済
学
者
が
労
働
市
場

の
分
析
を
行
う
場
合
に
は
、あ
る
労
働
者

の
効
用
は
そ
の
労
働
者
の
消
費
や
余
暇

な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
考
え
ま
す
。こ

の
と
き
、労
働
者
の
満
足
度
を
決
め
る
要

因
は
無
数
に
あ
り
ま
す
が
、経
済
学
で
は

そ
の
文
脈
に
お
い
て
特
に
重
要
な
要
因

（
例
え
ば
、消
費
と
余
暇
）に
焦
点
を
当

て
、労
働
者
の
効
用
が「
他
の
要
因
を
一

定
と
し
た
下
で
」消
費
や
余
暇
の
変
化
に

応
じ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
考
察

し
ま
す
。通
常
、効
用
は
消
費
と
余
暇
の

そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
に
伴
い
逓
増
す
る
一

方
で
、そ
の
追
加
的
な
効
用（
い
わ
ゆ
る

「
限
界
効
用
」）は
消
費
と
余
暇
の
そ
れ
ぞ

れ
の
増
加
に
伴
い
逓
減
す
る
と
い
う
性

質
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
効
用
と
は
経
済
学
に
お

け
る
言
わ
ば
人
々
の
幸
せ
の
指
標
で
す
。

こ
の
指
標
は
原
理
的
に
は
人
々
の
幸
せ

を
左
右
す
る
様
々
な
要
因
を
考
慮
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
に
、

あ
る
政
策
が
望
ま
し
い
か
ど
う
か
は
、そ

の
政
策
が
人
々
の
効
用
に
与
え
る
影
響

に
よ
り
ま
す
。経
済
学
の
研
究
に
お
い
て

最
も
重
視
さ
れ
る
こ
と
の
一
つ
が
政
策

評
価
で
す
が
、そ
の
際
に
は
一
国
全
体
の

幸
せ
の
指
標（
い
わ
ゆ
る
社
会
厚
生
）を

考
え
ま
す
。「
社
会
厚
生
」と
は
、あ
る
経

済
に
い
る
全
て
の
人
々
の
効
用
を
何
ら

か
の
形
で
集
計
し
た
も
の
で
す
。し
た

が
っ
て
、あ
る
政
策
を
評
価
す
る
際
に

は
、そ
の
政
策
が
社
会
厚
生
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
か
定
量
的
に
調
べ
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。そ
の
集
計

の
仕
方
に
よ
っ
て
幾
つ
か
異
な
る
社
会

厚
生
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、こ

こ
で
は
そ
の
中
で
最
も
代
表
的
な
個
人

の
効
用
の
加
重
平
均
を
社
会
厚
生
と
し

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。こ
の
場
合
、上

述
し
た
効
用
の
性
質
よ
り
、社
会
厚
生
は

あ
る
経
済
の
消
費
と
余
暇
の
平
均
的
な

水
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ

け
で
な
く
、そ
の
経
済
の
消
費
と
余
暇
の

「
格
差
」を
縮
小
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

改
善
さ
れ
ま
す
。

　近
年
多
く
の
国
で
最
低
賃
金
の
大
幅

な
引
上
げ
が
実
施
も
し
く
は
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
政
策
の
目
的
は
、最
も

低
い
賃
金
で
働
い
て
い
る
労
働
者
の
賃

金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、彼
ら

の
生
活
水
準
を
改
善
し
、社
会
全
体
の
経

済
格
差
を
抑
制
す
る
こ
と
で
す
。最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
は
、政
権
与
党
か
ら
見
た

と
き
に
は
直
接
的
な
財
政
負
担
が
な
い

政
策
で
あ
り
、野
党
か
ら
見
た
と
き
に
は

そ
の
理
念
と
信
条
か
ら
共
感
で
き
る
政
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せ
ん
。あ
る
政
策
が
望
ま
し
い
か
ど
う
か

は
、そ
の
政
策
が
人
々
の
効
用
に
与
え
る

影
響
に
よ
り
ま
す
。例
え
ば
、パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
働
く
妻
の
賃
金
が
上
が
っ
た
と

し
て
も
、財
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
上
昇

し
た
り
、フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
夫
の
職
が

不
安
定
に
な
っ
た
り
す
れ
ば
、家
計
の
消

費
は
増
え
な
い
で
し
ょ
う
。し
た
が
っ

て
、最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
い
う
政
策

を
評
価
す
る
た
め
に
は
、最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
が
消
費
や
余
暇
に
与
え
る
影
響

を
推
定
し
、そ
の
結
果
と
し
て
上
述
し
た

社
会
厚
生
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か

測
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
世

界
で
初
め
て
行
っ
た
の
がEu

ro
p
ean
 

Econom
ic Review

の
2
0
1
6
年
8

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
私
の
研
究
で
す
。

究
を
踏
ま
え
、個
人
の
背
景
や
深
層
に
潜

む
相
違
部
分
を
掘
り
下
げ
て
考
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。米
国
の

M
B
A
院
生
を
対
象
に
、パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
と
価
値
観
が
い
か
に
組
織
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
の
形
成
基
盤
に
影
響
を
及
ぼ

す
か
を
検
証
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、日
本

で
の
調
査
に
基
づ
い
て
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
志
向
性
と
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

と
の
関
連
性
も
示
し
ま
し
た
。

　最
後
に
、規
定
要
因
と
し
て
、新
た
に

関
係
的
文
脈
の
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と

の
重
要
性
を
述
べ
て
い
ま
す
。組
織
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
組
織
と
の
関
係
性
に

　組
織
へ
の
帰
属
意
識
な
ど
を
表
す
〝
組

織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
〞(organizational 

com
m
itm
ent)

と
い
う
概
念
は
1
9
6
0

年
代
あ
た
り
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
関
心
を

集
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
背
景
は
、従
業

員
の
転
職
や
無
断
欠
勤
等
の
行
動
を
解

明
し
た
い
と
い
う
期
待
に
始
ま
り
ま
す
。

　一
方
日
本
で
は
、
90
年
代
よ
り
、日
本

的「
会
社
人
間
」解
明
の
た
め
に
注
目
さ

れ
ま
し
た
。
21
世
紀
に
入
り
、中
国
で
は

所
有
体
系
の
企
業
が
並
存
す
る
中
で
の

従
業
員
の
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
構

造
や
差
異
が
研
究
の
焦
点
と
な
り
ま
し

た
。　中

・
日
・
米
三
国
の
異
な
る
背
景
の
元
、

同
じ
概
念
で
進
め
ら
れ
た
研
究
は
、非
常

に
興
味
深
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。本
書

は
、こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
実
証
研
究
を
踏

ま
え
、三
つ
の
側
面
か
ら
組
織
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
と
い
う
概
念
を
再
考
す
る
こ
と

の
必
要
性
を
唱
え
た
も
の
で
す
。

　最
初
に
、組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
構
造

の
多
様
性
を
再
検
討
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
提
起
し
ま
し
た
。従
業
員
と
組
織
と

の
心
的
〝
結
び
つ
き
〞
を
表
す
概
念
で

あ
る
な
ら
ば
、そ
の
〝
結
び
つ
き
〞
の
意

味
と
構
造
も
社
会
的
文
化
の
文
脈
に
依

存
す
る
と
考
え
た
た
め
で
す
。こ
こ
で

は
、中
日
米
に
お
け
る
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
の
構
成
概
念
に
関
す
る
捉
え
方
を

概
観
し
た
上
で
、従
来
不
足
し
て
い
る
構

造
の
多
様
性
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。具
体
的
に
は
中
国
の
従
業
員
を

対
象
に
実
証
分
析
を
行
い
、五
次
元
構
成

の
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
構
造
モ
デ
ル

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　次
に
、個
人
の
深
層
と
い
う
視
点
か
ら

組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
形
成
基
盤
を

再
考
し
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
ま
し
た
。

個
人
の
視
点
を
焦
点
と
し
な
が
ら
も
人

間
的
要
素
が
不
足
し
て
い
る
従
来
の
研

Publication information

注
目
し
て
い
ま
す
が
、従
来
の
研
究
で

は
、こ
の
関
係
性
が
社
会
的
文
脈
の
中
で

構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
う
視
点
が
十
分

で
な
い
こ
と
も
あ
り
、特
に
東
洋
で
は
相

互
依
存
的
自
己
観
が
重
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、関
係
的
文
脈
に
お
け
る
組
織

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
掘
り
下
げ
ま
し
た
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、情
緒
的
結
び
つ
き
と
支
援
の
二
つ
の

側
面
か
ら
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
与

え
る
影
響
を
考
察
し
て
い
ま
す
。
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を
撮
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
相
亰
重
信
副
支

部
長
の
挨
拶
、和
田
紀
夫
同
窓

会
名
誉
会
長
の
乾
杯
で
始
ま

り
、今
年
も
フ
ル
ー
ト
奏
者
山

本
純
子
さ
ん
の
演
奏
に
、西
岡

仁
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
、水
口
健

司
さ
ん
の
テ
ノ
ー
ル
が
加
わ
り
、賑
や

か
さ
が
増
し
ま
し
た
。

　
最
後
に「
紅
萌
ゆ
る
」「
琵
琶
湖
周
航

歌
」の
肩
を
組
ん
で
の
大
合
唱
と
西
澤

宏
繫
特
別
顧
問
の
万
歳
三
唱
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

○
経
済
懇
話
会
、経
営
研
究
会

　
大
学
と
同
窓
会
が
コ
ラ
ボ
す
る
会
と

し
て
年
３
回
の
経
済
懇
話
会
、産
業
界

と
同
窓
会
が
交
流
す
る
会
と
し
て
年
２

回
の
経
営
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

○
百
周
年
記
念

東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
２
０
１
９
年
に
迎
え
る
経
済
学
部
創

立
百
周
年
を
東
京
支
部
と
し
て
盛
り
上

げ
る
た
め
、今
年
の
５
月
か
ら
２
０
１

９
年
１０
月
の
１
年
６
カ
月
を「
百
周
年
記

念
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」と
し
て
１０
回
の
行

事
を
行
な
い
ま
す
。日
時
、講
師
を
早
め

に
決
め
て
い
ま
す
の
で
、大
勢
の
皆
様

の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。詳
細
は

同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
東
京
支
部
総
会

　
百
周
年
記
念
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第

一
弾
と
な
る
第
２８
回
支
部
総
会
は
５
月

１２
日（
土
）に
学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
、

京
都
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
５
人
の

先
生
方
を
含
め
１
３
１
名
の
方
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。基
調
講
演
は
西
村
周
三

医
療
経
済
研
究
機
構
所
長
に
「
人
生

１
０
０
歳
時
代
の
多
世
代
共
生
ー
社
会

保
障
と
ど
う
向
き
合
う
か
」の
演
題
で

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
は
学
歌
斉
唱
の
後
、宇
野
輝
支

部
長
、江
上
雅
彦
経
済
学
部
長
・
同
窓
会

理
事
長
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。総
会
終
了

後
、西
村
周
三
様

を
中
心
に
参
加
者

全
員
で
記
念
写
真

す
。昨
年
度
の
経
済
懇
話
会
は
第
４９
回
に

久
本
憲
夫
教
授
、第
５０
回
に
齊
藤
誠
一
橋

大
学
教
授（
京
大
卒
）、第
５１
回
に
田
中
彰

教
授
に
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。経
営
研
究
会
は
第
１０
回
に
荒
木
隆
司

ド
ワ
ン
ゴ
代
表
取
締
役
社
長
、第
１１
回
は

柄
澤
康
喜
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
代

表
取
締
役
会
長
に
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

東
京
支
部
　
常
務
理
事

　
　
　
　
河
毛  

正
志（
昭
和
４４
年
卒
）

西村周三氏のご講演

会計報告書

平成30年5月12日　於：学士会館

東

　京
TOKYO

支 部

各 支部から の 便り
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Letters from branches

デ
ュ
ー
ス
し
た
新
感
覚
八
ッ
橋

「n
ik
in
ik
i

」
の
同
窓
会
特
別
バ
ー

ジ
ョ
ン（
時
計
台
と
雪
だ
る
ま
サ
ン
タ

を
モ
チ
ー
フ
）
披
露
と
続
き
、

「n
ikin

iki

」は
お
土
産
と
し
て
出
席

者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
加
藤
ヒ
ロ
ユ

キ
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、圧
巻
の

歌
声
と
さ
す
が
の
ト
ー
ク
に
会
場
が

聞
き
入
り
、ア
ン
コ
ー
ル
ま
で
全
4
曲

を
歌
い
あ
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
加
藤
さ
ん
の

リ
ー
ド
の
も
と「
琵
琶
湖
周

航
の
歌
」を
全
員
で
合
唱
し

て
、小
塚
会
長
に
よ
る
中
締

め
後
全
員
で
記
念
撮
影
し
、

来
年
の
再
会
を
誓
い
つ
つ

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
３０
年
3
月
2
日
に

は
今
回
で
3
回
目
と
な
る
近

　
平
成
２９
年
１２
月
１
日（
金
）、平
成
２９
年

度
の
近
畿
支
部
の
総
会
・
講
演
会
・
懇

親
会
が
大
阪
ガ
ス
本
社
ガ
ス
ビ
ル
に

て
文
世
一
学
部
長
は
じ
め
大
学
か
ら

の
多
彩
な
ゲ
ス
ト
も
含
め
、総
勢
１
０

１
名
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、麻
生
支
部
長
の
ご
挨
拶
の

後
、新
幹
事
１
名
が
紹
介
さ
れ
た
他
、

今
年
度
の
支
部
活
動
報
告
と
会
計
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
講
演
会
は
、京
都
大
学
経
営
管

理
大
学
院
の
澤
邉
紀
生
教
授
よ
り
、

「
京
セ
ラ
ア
メ
ー
バ
経
営
に
み
る
日
本

的
管
理
会
計
の
可
能
性―

経
営
者
の

分
身
づ
く
り―

」の
テ
ー
マ
で
ご
説
明

を
頂
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
ガ
ス
ビ
ル
食
堂
に
会

場
を
移
し
、冒
頭
、今
回
の
ゲ
ス
ト
加

藤
ヒ
ロ
ユ
キ
さ
ん(

京
都
大
学
経
済
学

部
出
身
、関
西
を
中
心
に
歌
手
、ラ
ジ

オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
活
躍

中)

が
「
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
愛
の

テ
ー
マ
」を
熱
唱
し
な
が
ら
入
場
、満

員
の
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。　

　
そ
の
後
、麻
生
支
部
長
の
ご
挨
拶
、

山
田
浩
之
名
誉
教
授
の
発
声
を
皮
切

り
に
、歓
談
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
、支
部

幹
事
で
聖
護
院
八
ッ
橋
総
本
店
専
務

取
締
役
　
鈴
鹿
可
奈
子
さ
ん
が
、プ
ロ

畿
支
部
主
催
公
開
講
演
会
が
同
窓
生

だ
け
で
な
く
一
般
の
方
も
含
め
約
73

名
の
聴
衆
を
集
め
て
大
阪
ガ
ス
御
堂

筋
東
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年

の
ゲ
ス
ト
は
京
都
大
学
名
誉
教
授
の

橘
木
俊
詔
さ
ん
。「
男
と
い
う
存
在
の

耐
え
難
い
軽
さ
」と
い
う
演
題
で
近
著

「
男
性
と
い
う
孤
独
な
存
在
」

（
P
H
P
新
書
）の
内
容
を
中
心
に
、

近
年
、社
会
の
各
層
で
見
ら
れ
だ
し
た

男
性
の
無
力
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。講
演
後
の
質
疑
コ
ー

ナ
ー
で
も
多

く
の
出
席
者

が
質
問
し
、橘

木
先
生
と
熱

い
議
論
が
展

開
さ
れ
、予
定

の
時
間
が
足

り
な
い
ほ
ど

で
し
た
。

会計報告書
平成29年12月1日　於：大阪ガスビル

平成30年3月2日　橘木氏のご講演

澤邉教授のご講演

近

　畿
KINKI

支 部
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ど
の
教
育
や
研

究
が
日
本
語
で

完
結
で
き
る
シ

ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
た
。

京
都
大
学
も
含

め
て
今
の
大
学

は
厳
し
い
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が

ら
講
話
を
お
聞
き
し
て
い
る
と
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
澤
田
支
部
長
か
ら
の
挨
拶

の
後
に
お
食
事
と
懇
談
会
に
入
り
、楽

し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
澤
田
S
30
卒
、成
田
S
42

卒
、金
子
S
52
卒
、酒
井
S
52
卒
、町
野

S
55
卒
、菊
地
S
60
卒
、杉
本
S
62
卒
、

神
口
H
16 

卒
、長
谷
川
H
16
卒
。

　
北
海
道
支
部
で
は
昨
年
は
開
催
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
同
窓
会
本
部
の

ご
支
援
を
頂
戴
し
な
が
ら
、な
ん
と
か

今
年
７
月
１３
日（
金
）に
札
幌
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。澤

田
支
部
長
か
ら
懇
親
会
の
前
に
講
話

を
企
画
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と

の
強
い
要
望
が
あ
り
、2
0
1
6
年
11

月
に
は
同
窓
で
あ
る
北
海
道
大
学
大

学
院
経
済
研
究
科
教
授
の
町
野
和
夫

（
S
55
卒
）さ
ん
に「
多
様
な
豊
か
さ
と

経
済
合
理
性
」を
テ
ー
マ
と
し
て
30
分

程
度
の
講
演
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、今
年
は
文
学
部
出
身（
S
50
卒
）の

安
酸
敏
眞（
や
す
か
た
と
し
ま
さ

北
海
学
園
大
学
学
長
）さ
ん
に
応

援
を
お
願
い
し「
現
代
大
学
論
」

と
題
し
て
60
分
程
度
の
お
話
し
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。昭
和
40
年
代
後

半
ご
ろ
ま
で
年
間
1
万
2
千
円

だ
っ
た
授
業
料
が
今
で
は
54
万
円

前
後
と
な
っ
て
お
り
、私
立
大
学

と
の
授
業
料
格
差
が
か
つ
て
は
5

倍
強
だ
っ
た
も
の
が
現
在
で
は
1.6

〜
1.9
倍
へ
と
、そ
し
て
、教
養
部
が

ほ
ぼ
全
国
の
大
学
か
ら
姿
を
消
し

た
こ
と
の
大
き
な
変
化
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。私
の
成
績
表
を

引
っ
張
り
出
し
、教
養
部
で
は
西
洋
史

学
、
西
洋
社
会
思
想
史
、
人
文
地
理

学
、日
本
国
憲
法
、政
治
学
、自
然
人

類
学
な
ど
、就
職
と
は
全
く
関
係
の
な

い
科
目
を
選
択
し
て
い
た
の
を
見
て

教
養
部
時
代
が
懐
か
し
い
と
こ
ろ
で

す
。続
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
日
本
の

ト
ッ
プ
大
学
の
状
況
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
、「
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」最
新

版
で
は
、東
大
が
46
位
、京
大
が
74
位
、と

苦
戦
し
て
お
り
、ア
ジ
ア
の
な
か
で
も

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
中
国
の
大
学
よ
り

低
く
、そ
の
主
な
背
景
と
し
て
、ほ
と
ん

　
最
後
に
札
幌
で
は
毎
年
8
月
に
関

西
六
大
学（
実
際
に
は
七
大
学（
関
関

同
立
京
神
近
））O
B
対
抗
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
て
お
り
京
都
大
学
か
ら

も
十
数
名
参
加
し
、各
大
学
成
績
上
位

4
名
の
成
績
合
計
で
競
う
と
い
う
こ

と
を
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
全
学
部

O
B
の
も
の
で
す
が
、我
が
経
済
学
部

か
ら
こ
の
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン（
金

子
S
52
卒
）を
出
し
て
い
ま
す
。同
窓
生
の

皆
様
で
も
し
北
海
道
へ
転
勤
さ
れ
ゴ

ル
フ
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
ら
、北
海

道
支
部
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。月
1
回

の
練
習
会
も
あ
り
、今
年
は
、9
月
末

に
東
大
と
の
懇
親
ゴ
ル
フ
（
対
抗

戦
？
）も
企
画
中
で
す
。

北
海
道
支
部

酒
井 

純（
昭
和
５２
年
卒
）

連
絡
先
：
0
1
1（
2
7
1
）6
4
7
7

平成30年7月13日　於：札幌グランドホテル

北
海
道
支 部

HOKKAIDO
会計報告書
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Letters from branches

切
り
に
、愛
知
県
立
芸
術
大
学

音
楽
学
部
同
窓
会
の
華
麗
な
弦

楽
四
重
奏
の
も
と
、歓
談
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。 

　
懇
親
会
で
は
、椙
山
女
学
園

大
学
学
長
で
京
都
大
学
名
誉
教

授
で
も
あ
る
森
棟
公
夫
先
生
よ

り
、最
近
の
大
学
入
試
の
状
況

や
椙
山
女
学
園
大
学
で
の
経
営

の
あ
り
方
等
地
元
の
方
に
と
っ

て
は
大
変
興
味
深
い
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
他
に
も
、

京
都
大
学
基
金
室
室
長
の
鈴
木

卓
馬
様
に
京
都
大
学
基
金
の
概

要
を
、昨
年
に
引
続
き
同
窓
会

事
務
局
の
田
村
利
恵
様
に
最
近

の
大
学
の
状
況
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。ご
報
告
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、琵
琶
湖
周
航
の
歌
、

○
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！！ 

　
平
成
３０
年
２
月
２０
日(

火)

、

平
成
２９
年
度
の
名
古
屋
支
部
の

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
が
名

古
屋
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、総
勢

４２
名
の
出
席
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
は
、西
村
支
部
長
の
ご

挨
拶
の
後
、伊
藤
理
事
よ
り
、

新
理
事
１
名
が
紹
介
さ
れ
た

他
、今
年
度
の
支
部
活
動
報
告

と
会
計
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。 

　
続
い
て
講
演
会
は
、京
都
大

学
経
済
学
研
究
科
の
高
野
久

紀
准
教
授
よ
り
、「
実
証
経
済

学
：
経
済
理
論
と
現
実
の
つ
な

ぎ
役
」の
テ
ー
マ
で
、ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
因
果
関
係
に
つ
い

て
自
動
車
業
界
等
の
具
体
的

な
事
例
も
参
考
に
ご
説
明
を

頂
き
ま
し
た
。 

　
懇
親
会
は
、冒
頭
全
員
の
記

念
撮
影
の
後
、西
村
支
部
長
の

ご
挨
拶
、私
室
賀
の
発
声
を
皮

紅
萌
ゆ
る
を
全
員
で
合
唱
し
て
、磯

村
副
支
部
長
に
よ
る
中
締
め
の
後
、再

会
を
誓
い
つ
つ
、盛
会
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

 

○
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！！ 

　
名
古
屋
支
部
の
会
員
は
、京
都
大
学

経
済
学
部
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
う

ち
、愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
に
居

住
さ
れ
て
い
る
か
、勤
務
さ
れ
て
い
る

方
々
が
会
員
で
す
。転
勤
等
で
、上
記

３
県
に
転
入
さ
れ
た
方
で
、同
窓
会
事

務
局
に
住
所
変
更
等
の
手
続
き
が
未

済
の
方
は
、ぜ
ひ「
京
都
大
学
経
済
学

部
同
窓
会
」の
Ｈ
Ｐ
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。 　

　
室
賀 

博
幸  (

昭
和
47
年
卒)

高野准教授のご講演 平成30年2月20日　於：名古屋国際ホテル

名
古
屋
支 部

NAGOYA

会計報告書
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介
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
話
題
も
織
り

交
ぜ
ら
れ
な
が
ら
行
わ
れ
、大
き
な
盛

り
上
が
り
を
み
せ
た
。

　
最
後
に
、香
川
支
部
同
窓
会
活
動
の

更
な
る
活
性
化
と
次
回
総
会
・
懇
親
会

で
の
再
会
を
誓
い
合
い
、渡
邊
智
樹
副

支
部
長
に
よ
る
一
本
締
め
で
懇
親
会
を

終
え
た
。

○
連
絡
先
な
ど

　
現
在
、
香
川
県
に
在
住
の
同
窓
生
の

　
平
成
２９
年
１１
月
２７
日（
月
）、
同
窓
会

香
川
支
部
の
総
会
お
よ
び
懇
親
会
を
、

高
松
市
内
の
ホ
テ
ル（
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク

レ
メ
ン
ト
高
松
）に
て
開
催
し
た
。今
回

は
、２
年
ぶ
り
と
な
る
第
１２
回
目
の
開

催
と
な
っ
た
。

○
総
会
・
懇
親
会

　
冒
頭
、千
葉
昭
支
部
長

に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、

来
賓
と
し
て
お
越
し
い

た
だ
い
た
高
野
久
紀
准

教
授
か
ら
、ご
研
究
の
内

容
、
同
窓
会
活
動
や
大

学
・
大
学
院
の
近
況
な
ど

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

だ
い
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
懇

親
会
は
、神
原
正
氏
の
乾

杯
に
よ
り
開
宴
し
た
。今

回
の
懇
親
会
に
は
、
２９
年

度
よ
り
新
規
に
香
川
支

部
に
入
会
さ
れ
た
３
名

を
含
む
、総
勢
２５
名
、昭
和

３７
年
卒
か
ら
平
成
２５
年
卒

ま
で
の
、非
常
に
幅
広
い

年
齢
層
の
会
員
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

「
京
都
大
学
」と
い
う
共

通
項
を
き
っ
か
け
に
、世

代
や
職
種
を
超
え
て
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
、同
窓
会
の
醍

醐
味
で
あ
り
、学
生
時
代

の
思
い
出
話
や
自
身
の
近
況
報
告
を
は

じ
め
と
し
て
、時
に
懐
か
し
さ
を
、時
に

新
鮮
味
を
感
じ
な
が
ら
、終
始
和
や
か

に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、香
川
支
部
の
懇
親
会
で
は
恒

例
と
な
っ
て
い
る
、出
席
者
全
員
か
ら

の
自
己
紹
介
は
、諸
先
輩
方
か
ら
の
示

唆
に
富
む
お
話
や
、仕
事
・
家
庭
の
近

況
、最
近
打
ち
込
ん
で
い
る
趣
味
の
紹

皆
さ
ま
、ま
た
転
居
等
で
今
後
香
川
県

に
お
越
し
に
な
る
皆
さ
ま
は
、ぜ
ひ
と

も
ご
連
絡
い
た
だ
き
、香
川
支
部
同
窓

会
へ
の
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

香
川
支
部
連
絡
先

四
国
電
力
株
式
会
社
　
経
営
企
画
部

村
上  

将
一
　（
平
成
７
年
卒
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
5
0（
8
8
0
1
）2
3
3
0

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

m
urakam

i14446@
yonden.co.jp

千葉支部長ご挨拶

平成29年11月27日　於　JRホテルクレメント高松

香

　川
KAGAWA

支 部

会計報告書
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Letters from branches

り
ま
し
た
。続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、

そ
れ
ぞ
れ
近
況
や
学
生
時
代
の
思
い

出
な
ど
を
語
り
合
い
、旧
交
を
温
め
ま

し
た
。

　
最
後
に
村
田
支
部
長
や
ゲ
ス
ト
の

ヤ
ル
ナ
ゾ
フ
教
授
を
囲
ん
で
記
念
写

真
を
撮
り
、来
年
の
再
会
を
誓
っ
て
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

○
メ
ン
バ
ー

　上
述
し
た
よ
う
に
、愛
媛
支
部
の
同

窓
生
は
約
30
名
で
す
が
、例
年
、参
加
者

は
1 0
数
名
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。特

に
若
者
の
参
加
が
少
な
く
て
先
細
り

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。今
後
、同
窓
生
へ

の
積
極
的
な
働
き
か
け
と
と
も
に
、同

窓
会
本
部
・
他
支
部
と
の
連
携
を
図
っ

て
同
窓
生
の
掘
り
起
こ
し
、参
加
者
増

加
に
努
め
て
い
き
ま
す
。(

尚
、長
年
、

愛
媛
支
部
の
会
長
と
し
て
支
部
活
動

　
愛
媛
支
部
で
は
平
成
２９
年
9
月
16
日

（
土)

に
、毎
年
恒
例
の
会(

総
会
及
び

懇
親
会)

を
伊
予
銀
行
松
山
保
養
所
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
保
養
所
に
は
数
十
名
の
会
食

が
可
能
な
和
室
大
広
間
が
あ
り
、ゆ
っ

た
り
出
来
る
こ
と
か
ら
、長
年
、こ
こ

を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。(

只
し
、参
加

者
か
ら
は「
畳
に
座
る
よ
り
も
、椅
子

の
方
が
膝
が
楽
」と
の
声
が
多
く
、次

回
か
ら
は
別
室
の
洋
間
を
予
定
し
ま

す
。)

○
総
会
・
懇
親
会

　
愛
媛
支
部
に
は
約
30
名
の
同
窓
生
が

お
り
ま
す
。今
回
の
出
席
は
11
名
と
少

な
か
っ
た
も
の
の
、京
都
大
学
経
済
学

部
よ
り
デ
ィ
ミ
タ
ー
・
ヤ
ル
ナ
ゾ
フ
教

授
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、少
数
な
が

ら
も
和
気
あ
い
あ
い
で
賑
や
か
な
会

合
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
の
冒
頭
、支
部
長
の
村
田
武
氏

(

昭
和
41
年
卒
、愛
媛
大
学)

か
ら
開
会

挨
拶
の
ほ
か
、本
会
の
継
続
や
活
性
化

な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。活
性
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、今
回
も
愛
媛
と
い
う

枠
を
超
え
て
、高
知
県
在
住
の
同
窓
生

に
も
参
加
を
呼
び
か
け
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
皆
さ
ん
都
合
が
つ
か
ず
、

一
人
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
ヤ
ル
ナ
ゾ
フ
教
授
か
ら
は
、大
学
の

新
し
い
試
み
と
し
て
、平
成
25
年
4
月

に
開
設
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
目
的
と
し
た「
総
合
生
存

学
館
」(

通
称:

思
修
館)
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
大
学
の

近
況
に
つ
い
て
は
、参
加
さ
れ
た
同
窓

生
の
頃
と
は
様
変
わ
り
し
て
お
り
、皆

さ
ん
、興
味
深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て
お

を
牽
引
さ
れ
て
き
た
枡
田
三
郎
氏

は
、平
成
30
年
1
月
２１
日
に
急
性
心
臓

死
に
よ
り
永
眠
さ
れ
ま
し
た(

享
年
94

歳)

。
生
前
の
ご
活
躍
を
偲
び
、お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。)

○
連
絡
先

　
現
在
、愛
媛
県
に
在
住
の
皆
さ
ま
、

ま
た
転
居
等
で
今
後
ご
来
県
の
皆
さ

ま
は
、是
非
と
も
ご
連
絡
を
い
た
だ

き
、愛
媛
支
部
同
窓
会
の
総
会
・
懇
親

会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛
媛
支
部
連
絡
先

梶
原
正
秀(

昭
和
50
年
卒
、元
伊
予
銀
行)

■
〒
7
9
1-

8
0
8
4

愛
媛
県
松
山
市
石
風
呂
町
3
5
5 

■
T
E
L
・
F
A
X
 

 

0
8
9（
9
5
2
）4
8
5
7

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

kajiw
ara.m

asahide@
m
aroon.

p
lala.o

r.jp

平成29年9月16日　於：伊予銀行　松山保養所

愛

　媛
EHIME

支 部

会計報告書
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他
支
部
と
の
連
携
等
を
図
り
、同
窓
生

の
掘
り
起
こ
し
、お
よ
び
総
会
・
懇
親
会

へ
の
新
規
参
加
者
増
に
努
め
て
い
き
た

い
。

○
そ
の
他

　
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、九
州
へ
の
就
職
、赴
任
、転
居
等
の

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、是
非
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

米
田 

真
一（
平
成
17
年
卒
）

○
活
動
状
況〔
総
会
・
懇
親
会
〕

　
例
年
5
月
に
年
1
回
の
総
会
・
懇
親

会
を
開
催
。今
回
も
、定
例
の
第
3
水
曜

日
で
あ
る
5
月
16
日
に
開
催
、27
名
の
同

窓
生
に
参
加
い
た
だ
い
た
。（
於 

ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
）

　
総
会
で
は
、藤
永
憲
一
支
部
長（
昭
和

48
年
卒
）に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、来
賓

と
し
て
お
越
し
い
た
だ
い
た
経
済
学
研

究
科
の
千
葉
早
織
講
師
か
ら
、大
学
・
大

学
院
の
近
況
な
ど
に
つ
い
て
、お
話
を

い
た
だ
い
た
。

　
山
本
一
清
氏（
昭
和
45
年
卒
）に
よ
る

乾
杯
の
後
、恒
例
行
事
で
あ
る
参
加
者

か
ら
の
近
況
報
告
が
行
わ
れ
、一
人
ひ

と
り
が
、仕
事
や
私
生
活
で
の
出
来
事
、

学
生
時
代
の
思
い
出
や
京
都
へ
の
思
い

な
ど
を
報
告
し
あ
い
、懇
親
を

深
め
て
い
た
だ
い
た
。こ
の
度

は
、鎌
田
迪
貞
理
事（
昭
和
33

年
卒
）が
旭
日
大
綬
章
を
受
章

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、懇
親
会

も
お
祝
い
ム
ー
ド
で
盛
り
上

が
っ
た
。最
後
は
昨
年
に
引
き

続
き
、瀧
本
裕
氏（
昭
和
48
年
卒
）

に
よ
る「
い
や
さ
か（
弥
栄
）」

三
唱
と
記
念
撮
影
を
行
い
、今

回
の
懇
親
会
を
終
え
た
。

　
今
回
、総
会
・
懇
親
会
に
、新

た
に
４
名
の
同
窓
生
が
初
参
加

と
い
う
こ
と
で
、お
か
げ
さ
ま

で
昨
年
よ
り
さ
ら
に
参
加
者
が

増
え
、会
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
い
た
。来
年
以
降
も
、今
ま

で
の
繋
が
り
は
も
と
よ
り
、こ

の
新
た
な
繋
が
り
が
輪
と
な

り
、ま
す
ま
す
会
が
盛
り
上
が

る
よ
う
、本
総
会
以
外
の
懇
親

会
の
開
催
や
、同
窓
会
本
部
・

【
九
州
北
部
支
部
連
絡
先
】

九
州
電
力
株
式
会
社 

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
統
括
本
部 

業
務
本
部 

財
務
計
画
グ
ル
ー
プ

米
田 

真
一

■
〒
8
1
0-

8
7
2
0

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
１
番
82
号

■
T
e
L：0
9
2（
7
6
1
）3
0
3
1

■
F
a
x：0
9
2（
7
1
1
）0
3
5
7

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

Shinichi_Yoned
a@
kyud

en.co.jp

九
州

　北
部
支 部

NORTHERN
KYUSHU

200名程度

　地元企業・地方自
治体等への就職者を
中心に、東京・大阪に
本社を置く企業の九
州北部地区勤務者等
により構成。

会員数

会計報告書
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Letters from branches

考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、わ
か
り
や
す

く
、か
つ
パ
ワ
フ
ル
な
語
り
口
で
熱
く
お

話
し
て
い
た
だ
い
た
。出
席
者
も
皆
、熱

心
に
聞
き
入
り
、講
話
終
了
後
に
は
多
く

の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

三
．懇
親
会

　
懇
親
会
は
、海
江
田
順
三
郎
氏（
昭
和

28
年
卒
）の
乾
杯
に
よ
り
開
宴
。出
席
者

そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
、学
生
時
代
の
思

い
出
話
、今
後
の
展
望
な
ど
、酒
盃
を
交

わ
し
な
が
ら
歓
談
に
花
を
咲
か
せ
た
。坂

田
州
作
氏（
平
成
16
年
卒
）、
荒
巻 

格
氏

（
平
成
28
年
卒
）が
初
参
加
さ
れ
た
他
、瀬

地
山 

敏
氏
、岡
野 

徹
氏（
昭
和
38
年
卒
）、

安
部
修
武
氏（
昭
和
44
年
卒
）、鏑
流
馬 

清

規
氏（
昭
和
52
年
卒
）、宮
本
智
司
氏（
昭
和

54
年
卒
）、田
中
康
博
氏（
平
成
9
年
卒
）、

中
本
龍
市
氏（
平
成
18
年
卒
）の
各
氏
に
は

は
る
ば
る
遠
方
よ
り
お
越
し
い
た
だ
き
、

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

終
了
間
際
に
は
、全
員
で「
琵
琶
湖
周
航

　
第
22
回
九
州
南
部
支
部
総
会
は
平
成

30
年
7
月
21
日（
土
）
、
熊
本
県
熊
本
市
の

ザ
・
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
熊
本
で
開
催
さ
れ

た
。今
年
も
多
く
の
会
員
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
、当
日
の
総
会
出
席
者
は
26
名
で

あ
っ
た
。

一
．総
会

　
総
会
で
は
、瀬
地
山
敏
支
部
長

（
昭
和
35
年
卒
）に
よ
る
挨
拶
の
後
、

役
員
や
会
計
な
ど
支
部
運
営
に
関

す
る
事
項
の
確
認
な
ら
び
に
報
告

が
お
こ
な
わ
れ
た
。引
き
続
き
、京

都
大
学
経
済
学
研
究
科
教
授
の
若

林
直
樹
氏
か
ら
学
部
や
研
究
科
、大

学
の
近
況
な
ど
に
つ
い
て
、ま
た
同

窓
会
事
務
局
の
田
村
利
恵
氏
か
ら

同
窓
会
の
近
況
な
ど
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
ご

報
告
を
い

た
だ
い
た
。

二
．講
話

　
熊
本
大

学
熊
本
創
生
推
進
機
構
准
教
授
の

田
中
尚
人
氏（
平
成
7
年
工
学
部

卒
）よ
り「
世
界
遺
産
と
共
生
す
る

ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
約
50

分
間
ご
講
話
を
い
た
だ
い
た
。田
中

氏
は
先
般
、世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が

決
定
し
た
天
草
市
の
﨑
津
集
落
や
今
富

集
落
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り

に
か
か
わ
っ
て
お
ら
れ
、

具
体
的
な
取
り
組
み
事
例

や
課
題
、ま
ち
づ
く
り
の

の
歌
」を
合
唱
し
、次
年
度
の
再
会
を
誓

い
合
い
な
が
ら
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
た
。な
お
、今
回
の
総
会
を
開
催
す
る

に
当
た
り
、林
田
素
行
氏（
昭
和
44
年
卒
）

な
ら
び
に
丸
野
香
代
子
氏（
昭
和
55
年
卒
）

に
は
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
。厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

四
．そ
の
他

　
今
回
の
九
州
南
部
支
部
総
会
の
開
催

に
先
立
ち
、「
熊
本
城
見
学
会
」が
企
画
さ

れ
、
11
名
が
参
加
し
た
。
平
成
28
年
4
月

に
発
生
し
た
熊
本
大
地
震
の
生
々
し
い

被
害
の
爪
痕
や
復
興
状
況
等
に
つ
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
を
も
と

に
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
、酷
暑
の

な
か
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、多
く
の
会
員

が「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」を
実
感
す
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

九
州
南
部
支
部
　
事
務
局

今
別
府  

忍（
平
成
元
年
卒
）

田中尚人氏
のご講演

瀬地山支部長
のごあいさつ

九
州

　南
部
支 部

会計報告書
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平
成
29
年
度

　同
窓
会
総
会
報
告

媛
）、麻
生 

純
支
部
長（
近
畿
）、岡
野 

徹

理
事（
東
京
）、田
中
義
雄
理
事（
近
畿
）、

柿
本
壽
明
理
事（
東
京
）、河
合
司
二
理

事（
近
畿
）、河
毛
正
志
理
事（
東
京
）、近

藤
勝
重
理
事（
東
京
）、古
川 

博
理
事

（
近
畿
）、室
賀
博
幸
理
事（
名
古
屋
）、鏑

流
馬 

清
規
理
事（
九
州
北
部
）、宮
本
智

司
理
事（
九
州
南
部
）、大
川
雅
司
監
事

（
近
畿
）の
皆
さ
ま
と
経
済
学
部
教
授

10
名
の
計
25
名
に
よ
り「
平
成
28
年
度

決
算
」、「
新
本
部
役
員
の
選
出
」お
よ
び

「
平
成
29
年
度
予
算
案
」が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。平
成
24
年
頃
か
ら
順
調
に
会
費
収

入
が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、こ
こ
数
年

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。平
成
27
年
に

「
卒
業
生
名
簿
」を
作
成
し
た
こ
と
も
あ

り
、同
窓
会
本
部
の
財
政
基
盤
が
徐
々

に
逼
迫
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の

倍
旧
の
ご

支
援
を
お

願
い
い
た

し
ま
す
。

　
平
成
29
年
10
月
14
日（
土
）京
都
大

学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
国
際
交

流
ホ
ー
ル
に
て
、平
成
29
年
度
の
同

窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。理

事
会
は
、小
塚
修
一
郎
会
長
よ
り「
昨

年
よ
り
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お

り
ま
す
が
、こ
の
1
年
は
瞬
く
間
に

過
ぎ
ま
し
た
。皆
様
の
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
、同
窓
会
活
動
は
順
調
に

推
移
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。同
窓

会
の
本
丸
は
各
支
部
の
皆
様
の
活

動
と
思
い
ま
す
。経
済
学
部
も

2
0
1
9
年
に
は
創
立
百
周
年
を
迎

え
、記
念
事
業
も
予
定
さ
れ
て
い
る

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、同
窓
会

も
同
調
し
て
さ
ら
な
る
活
発
化
を

図
る
よ
い
機
会
と
考
え
ま
す
。百
周

年
事
業
が
成
功
す
る
よ
う
ご
協
力

し
た
い
と
思
い

ま
す
。」と
の
ご

挨
拶
で
始
ま
り
、

宇
野 

輝
支
部
長

（
東
京
）、村
田 

武
支
部
長（
愛

From  同窓会事務局

　
今
回
は「
わ
が
国
の
流
通
シ
ス
テ
ム
」

と
題
さ
れ
た
成
生
達
彦
教
授
に
よ
る
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。国
民
生
活
の

変
化（
自
動
車
の
普
及
と
住
居
が
広
く

な
っ
た
こ
と
）に
よ
り
地
域
の
商
店
街

が
大
型
店
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
現
象

を
、豊
富
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
独
自
の

分
析
手
法
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
う
え
で
、

高
齢
者
向
け
宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
、商

店
街
を
再
興
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を

ご
提
示
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
在
学
生

室賀様（名古屋副支部長）
のご挨拶

小川翔吾さん優秀論文発表

弦楽四重奏の皆さん

山田名誉教授の乾杯のご挨拶

成生教授のご講演
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同窓会総会 Alumni Assembly General  Assembly

に
よ
る
研
究
発
表
で

は
、優
秀
卒
業
論
文

賞
を
受
賞
さ
れ
た
修

士
課
程
1
年（
当
時
）

の
小
川
翔
吾
さ
ん
よ

り
、日
本
の
労
働
市

場
の
二
重
性（
正
規・

非
正
規
雇
用
の
問

題
）が
経
済
活
動
に

与
え
る
影
響
に
つ
い

て
、政
府
の
財
政
政

策
の
役
割
に
焦
点
を

当
て
た
動
学
的
な
分

析
に
よ
る
新
し
い
知

見
を
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
集
合
写
真
撮
影
の

後
、司
会
の
江
上
雅

彦
教
授・同
窓
会
常

務
理
事（
当
時
）の
開

会
の
辞
で
懇
親
会
が

始
ま
り
、名
古
屋
副

支
部
長
の
室
賀
博
幸

様（
昭
和
47
年
卒
）よ

り
開
会
の
ご
挨
拶
を
、

山
田
浩
之
京
大
名
誉

教
授（
昭
和
28
年
卒
）

よ
り
乾
杯
の
ご
挨
拶

と
ご
発
声
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
弦
楽
四
重
奏
団
に
は
、お
食
事・ご
歓

談
中
に
心
地
よ
く
聴
い
て
い
た
だ
け
る

B
G
M
を
奏
で
て
い
た
だ
き
、和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
時
が
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。会
も
終
盤
に
さ
し

か
か
り
、弦
楽
四
重
奏
団
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
で
の
演
奏
が
始
ま
り
ま
し
た
。

曲
は
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の「
春
」。良
く

知
ら
れ
て
い
る
名
曲
で
す
が
、生
演
奏

は
迫
力
が
全
然
違
い
ま
す
。参
加
者
の

皆
さ
ま
も
静
か
に
聴
き
入
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。盛
大
な
拍
手
と
と
も
に
ア
ン

コ
ー
ル
の
お
声
が
あ
り
、ま
た
違
っ
た

雰
囲
気
の「
情
熱
大
陸
」（
作
曲：葉
加
瀬

太
郎
）を
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、文

世
一
学
部
長（
当
時
）の
閉
会
の
ご
挨
拶

が
あ
り
、盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
も
参
加
者
全
員
に
同
窓
会
オ
リ

ジ
ナ
ル
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
、ま
た
懇
親
会
に

ご
出
席
い
た
だ
い
た
方
に
は
、同
窓
会
オ

リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
ク（
厚
手
コ
ッ
ト

ン
A
4
サ
イ
ズ
）を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
弦
楽
四
重
奏
メ
ン
バ
ー
は
吉

貞
祥
護
さ
ん（
工
学
研
究
科
修
士
2
回

生
）、松
本
英
朗
さ
ん（
経
済
学
部
４
回

生
）、寺
川
洵
さ
ん（
文
学
部
３
回
生
）、三

宅
俊
太
郎（
生
命
科
学
研
究
科
1
回
生
）

で
し
た
。

　
今
年
度
は
平
成
30
年
10
月
13
日（
土
）に

開
催
予
定
で
す
。皆
さ
ま
に
お
会
い
で
き

ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す

の
で
、ご
都
合
が
よ
ろ
し
け
れ
ば
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。昨
年
度
の
総
会
の
様
子

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
イ
ベ
ン
ト
案
内
」

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
同
窓
会
事
務
局
）

文理事長のご挨拶

平成29年10月14日  於：京都大学百周年時計台記念館2F 国際交流ホール
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の
場
に
な
れ

ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
ク

イ
ズ
は
1
〜

3
位
の
チ
ー

ム
全
員
に
景

品
を
ご
用
意

し
て
い
ま

す
。
教
員
2

名
を
擁
す
る

異
世
代
混
成

チ
ー
ム
が
大
逆
転
の
末
1
位
と
な
り
、

ボ
ト
ル
ブ
レ
ン
ダ
ー
を
獲
得
し
ま
し

た
。続
く
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
も
、バ
リ
ス

タ
や
ハ
ン
デ
ィ
ア
イ
ロ
ン
、
ト
ー
ス

タ
ー
な
ど
の
ほ
か
、終
盤
に
も
豪
華
景

品
が
当
た
る
よ
う
に
し
た
た
め
最
後
ま

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
影

し
、お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。今
年
も
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
は
記
念
品
と
し
て
同

窓
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
進
呈

し
ま
し
た
。学
生
特
別
会
員
で
ま
だ
参

加
さ
れ
て
い
な
い
方
は
是
非
一
度
ご
参

加
く
だ
さ
い
。ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
学
生
企
画
委
員
の
岡
村
光
翼
君
、篠

原
七
子
さ
ん
、吹
田
雄
河
君
、田
頭
佑
太

君
、竹
中
秀
一
朗
君
、森
原
の
ど
か
さ
ん

に
、企
画
か
ら
片
付
け
ま
で
お
手
伝
い

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、江
上
学
部

長
、武
石
教
授
、澤
邉
教
授
、田
中
教
授
、

山
内
准
教
授
、山
田
准
教
授
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　（
同
窓
会
事
務
局
）

　
平
成
30
年
6
月
28
日（
木
）、時
計
台
記

念
館
国
際
交
流
ホ
ー
ル
に
て
、「
在
学
生

イ
ベ
ン
ト
！
2
0
1
8
」を
開
催
し
ま

し
た
。同
窓
会
の
在
学
生
特
別
会
員
に

登
録
さ
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
を
ご
招
待

し
、在
学
中
か
ら
同
窓
会
を
身
近
な
も

の
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
趣
旨

で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
中
の
先
輩
の
講
演
会
や
、

異
な
る
回
生
・
教
員
と
の
交
流
パ
ー

テ
ィ
で
、今
回
も
賑
や
か
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

【
講
演
会
】

　
講
師
は
平
成
22
年
に
ご
卒
業
さ
れ
、現
在

は
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
株
式
会
社
に
お
勤
め
の
朝
岡
あ
ゆ
美
さ

ん
で
す
。「
働
く
こ
と
も
、楽
し
み
た
い
人

へ

│
〝
働
く
人
の
相
棒
B
O
S
S
〞
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
職
を
通
じ
て
思
う
こ
と
」

と
題
し
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
コ
ー
ヒ
ー「
ク
ラ

フ
ト
ボ
ス
」の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ

て
、女
性
や
若
者
へ
と
顧
客
層
を
拡
大
す
る

こ
と
に
成
功
し
て
き
た
ご
自
身
の
経
験
を

紹
介
さ
れ
、働
く
中
で
自
分
や
仕
事
に
つ
い

て
再
発
見
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
後

輩
の
皆
さ
ん
へ
語
り

か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。講
演
会
後
の
質

疑
応
答
で
は
、参
加
者

か
ら「
と
て
も
面
白

か
っ
た
」、「
就
職
に
前

向
き
に
な
れ
た
」な
ど

の
積
極
的
な
感
想
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。な
お
、朝
岡
さ

ん
か
ら
新
商
品
の「
ク
ラ
フ
ト
ボ
ス
」を
参

加
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き

皆
さ
ん
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。朝
岡

さ
ん
の
お
心
遣
い
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

【
パ
ー
テ
ィ
】

　
江
上
雅
彦
学
部
長
の
ご
挨
拶
に
続

き
、武
石
彰
教
授
の
乾
杯
の
ご
発
声
に

よ
り
パ
ー
テ
ィ
が
始
ま
り
ま
し
た
。着

席
形
式
と
し
た
た
め
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
お
食
事
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。恒
例
の「
み
ん
な
で
ク
イ
ズ
」は
、そ

の
場
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
も
ら
い
、各

チ
ー
ム
が
考
え
た
四
択
問
題
に
挑
む
、

全
員
参
加
型
の
ク
イ
ズ
大
会
で
す
。学

生
さ
ん
だ
け
で
な
く
教
員
も
参
加
し
ま

す
の
で
、良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Student event

来年もご参加お待ちしています。平成30年6月28日
於：京都大学百周年時計台記念館

来年もご参加お待ちしています。平成30年6月28日
於：京都大学百周年時計台記念館

京都大学経済学部同窓会報第21号　

朝岡さんから参加者の皆さんへ

朝岡さんとともに

武石先生 江上先生

講演者の朝岡さん

在学生イベント！2018
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べ
き
事
項
等
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、案
内
状
及
び
出
欠
の
確
認
ハ

ガ
キ
を
11
月
に
発
送
し
、最
大
の
関
門
を

突
破
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。京
都
で
の

２
度
の
全
体
幹
事
会
、東
京
で
の
４
度
の

幹
事
会
、ま
た
幹
事
間
及
び
同
窓
会
事
務

局
と
メ
ー
ル
交
換
を
頻
繁
に
行
っ
た
事

に
よ
り
、全
て
の
作
業
が
順
調
に
行
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
も
昨
年
同
様
、参
加
者
全
員
に
総

長
カ
レ
ー
等
の
京
大
グ
ッ
ズ
の
お
土
産

を
お
渡
し
し
、ま
た
今
回
の
余
剰
金
約
15

万
円
余
を
経
済
学
部
同
窓
会
に
寄
付
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
最
後
に
こ
の
よ
う
に
楽
し
い
一
日
を

無
事
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、

ご
出
席
い
た
だ
い
た
同
級
生
各
位
及
び

江
上
学
部
長
を
始
め
と
す
る
学
部
関
係
の

方
々
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責
：
E1
　
松
野
重
樹

　
昭
和
32
年
卒
業
の
方
か
ら
始
め
ら
れ

た
経
済
学
部
卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会

も
今
年
で
１２
回
目
と
な
り
、我
々
43
年
卒

の
番
と
な
り
ま
し
た
。

　
快
晴
に
恵
ま
れ
た
同
窓
会
当
日
の
平

成
30
年
5
月
24
日（
木
）13
時
に
は
、84
名

（
同
伴
者
1
名
含
む
）の
仲
間
が
全
国
各

地
か
ら
集
ま
り
、来
賓
と
し
て
江
上
雅
彦

学
部
長
、山
田
浩
之
名
誉
教
授
、池
上
淳

名
誉
教
授
、同
窓
会
常
務
理
事
の
田
中
彰

教
授
、事
務
局
の
田
村
利
恵
さ
ん
の
御
出

席
を
得
て
、
E1
谷
口
浩
章
君
の
司
会
で
始

ま
り
ま
し
た
。物
故
者
49
名
の
黙
祷
を
行

な
い
、
E1
松
野
君
の
開
会
挨
拶
の
後
、江

上
学
部
長
か
ら
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し

た
。着
席
形
式
パ
ー
テ
ィ
ー
も
山
田
名
誉

教
授
の
乾
杯
及
び
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し

た
が
、ゼ
ミ
単
位
の
テ
ー
ブ
ル
も
徐
々
に

崩
れ
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
楽
し
い
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。写
真
撮
影
は
E3
高
居
君
、

合
唱
指
揮
は
E1
嶋
村
君
に
お
願
い
し
、最

後
の
閉
会
挨
拶
は
E3
上
野
学
君
が
つ
と

め
て
い
た
だ
き
、和
気
あ
い
あ
い
の
旧
交

を
暖
め
る
楽
し
い
3
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
同
窓
会
へ
の
取
り
組
み

の
第
一
歩
は
、一
年
余
前
の
昨
年
2
月
で

し
た
。ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
か
？

　
そ
の
時
大
変
助
か
り
ま
し
た
の
が
、同

窓
会
事
務
局
か
ら
提
供
さ
れ
た「
卒
業
50

周
年
記
念
同
窓
会
マ
ニ
ュ
ア
ル
」で
し
た
。

そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、ま
た
前
年
度

幹
事
の
方
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ

き
、幹
事
の
選
出
、開
催
日
の
決
定
、名
簿

の
作
成
等
の
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。た

だ
や
は
り
名
簿
作
成
作
業
に
は
難
航
し

ま
し
た
。過
去
の
名
簿
を
照
ら
し
合
わ
せ

て
も
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
人
も
多
く
、

出
身
高
校
、元
の
勤
務
先
等
の
伝
手
、同

級
生
各
位
の
協
力
を
得
な
が
ら
、何
と
か

8
月
末
に
は
ほ
ぼ
名
簿
作
成
作
業
を
終

了
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
9
月
中
旬
、大
学
の
同
窓
会
事

務
局
に
於
い
て
、事
務
局
の
方
々
に
も

入
っ
て
い
た
だ
き
、東
西
の
幹
事
全
員
で

最
初
の
幹
事
会
を
開
催
し
、役
割
分
担
の

確
認
や
案
内
状
原
案
の
作
成
な
ど
今
後

の
作
業
計
画
等
及
び
事
務
局
に
依
頼
す

Graduation 50th Anniversary Alumni Association

京
都
大
学

経
済
学
部

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会

全員で記念写真！皆元気いっぱい！

同窓会開催のお知らせ
日時：

会場：

次第：

会費：

2019年5月23日（木） 
午後1時～4時（予定）
京都大学百周年時計台記念館
2階国際交流ホール
学部長挨拶、乾杯、
着席ビュッフェなど
1万円（当日申し受けます）
以上、クラス単位の懇親会（夜）も
予定しております。

詳細は後日、皆様にご案内します。

昭
和
44
年
卒
業
の
皆
様
へ

卒業50周
年記念

※ご案内状が届かない場合はお知らせください。

昭和 43 年卒

E1

E2

E3

E4

23　KYOTO UNIVERSITY



３
月
に
行
わ
れ
る
国
公
立
大
会
で
す
。

部
員
は
全
員
参
加
で
き
る
大
会
で
、全

国
の
国
公
立
大
学
に
あ
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
部
が
集
ま
り
、
数
日
に
わ

た
っ
て
試
合
が
あ
り
ま
す
。レ
ベ
ル
に

応
じ
て
級
ご
と
に
戦
う
の
で
、優
勝
も

狙
え
ま
す
。
最
終
日
の
夜
に
は
バ
ン

ケ
ッ
ト
と
い
う
交
流
会
も
あ
り
、他
大

学
の
方
と
仲
良
く
な
れ
ま
す
。ほ
と
ん

ど
の
部
員
が
こ
の
大
会
を
ひ
と
つ
の
目

標
と
し
て
い
ま
す
が
中
に
は
イ
ン
カ
レ

に
出
場
す
る
部
員
も
い
ま
す
。
実
は

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
部
は
大
学
か
ら

は
じ
め
て
い
て
も
イ
ン
カ
レ
を
目
指
せ

る
部
活
な
ん
で
す
。実
際
に
出
場
さ
れ

た
先
輩
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

大
学
に
入
っ
て
初
め
て
ス
ケ
ー
ト
を
し

た
私
に
も
続
け
や
す
い
部
活
で
す
。勉

強
と
の
両
立
も
し
や
す
く
、気
の
合
う

仲
間
も
で
き
、入
っ
て
良
か
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
京
都
大
学
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
部

は
体
育
会
所
属
の
部
活
の
１
つ
で
す
。

近
年
、フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
と
い
う

競
技
が
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、興
味
を
示
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。　

　
創
部
は
1
9
7
0
年
で
、実
は
長
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。現
在
は
50
人
近
く

の
部
員
が
い
ま
す
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど

が
大
学
生
に
な
っ
て
初
め
て
ス
ケ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、ち
ゃ
ん
と
ス

ピ
ン
や
ジ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。な
か
に
は
2
回
転
を
跳
べ
る

よ
う
に
な
る
男
子
部
員
や
、様
々
な
種

類
の
ス
ピ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
部

員
も
い
ま
す
。部
練
や
曲
か
け（
自
分
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
曲
を
か
け
な
が
ら
１
人

で
滑
る
練
習
方
法
）と
い
っ
た
練
習
も

あ
り
ま
す
が
、リ
ン
ク
の
都
合
で
頻
度

は
週
１
〜
２
の
た
め
、自
主
練
が
基
本

に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
部
活
で

は
あ
り
ま
す
が
自
由
度
が
高
く
、
ス

ケ
ー
ト
の
レ
ベ
ル
も
人
に
よ
っ
て
様
々

で
す
。１
回
生
に
は
上
回
生
が
師
匠
と

し
て
つ
き
、そ
れ
ぞ
れ
個
人
に
あ
わ
せ

て
ス
ケ
ー
ト
を
教
え
た
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
っ
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。も
ち
ろ

ん
師
匠
以
外
の
上
回
生
も
た
く
さ
ん
教

え
て
く
れ
ま
す
。そ
こ
で
上
回
生
と
仲

良
く
な
る
た
め
の
旅
行
が
部
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
あ
り
ま
す
。他
に
行
事
と
し

て
春
と
夏
に
４
泊
５
日
の
合
宿
、１２
月

に
１
、２
回
生
だ
け
の
合
宿
が
あ
り
ま

す
。こ
ち
ら
は
ス
ケ
ー
ト
の
ス
キ
ル
を

上
げ
る
た
め
の
合
宿
で
、ひ
た
す
ら
ス

ケ
ー
ト
を
練
習
し
ま
す
。練
習
時
間
が

長
く
な
か
な
か
大
変
で
す
が
、思
う
存

分
ス
ケ
ー
ト
が
練
習
で
き
る
の
で
皆
か

な
り
上
達
し
ま
す
。普
段
な
か
な
か
会

う
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、と
て
も
上

手
な
O
G
や
O
B
の
方
の
ス
ケ
ー
ト
を

見
る
こ
と
や
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
の
も
合
宿
な
ら
で
は
で
す
。

　
こ
う
し
て
練
習
を
重
ね
た
成
果
は
大

会
で
披
露
し
ま
す
。年
に
数
回
大
会
が

あ
る
の
で
す
が
、１
番
大
き
い
も
の
は

Circle introduction

Circle
Club
introduction

フィギュア
スケート部

春合宿の様子

国公立大会バンケットの様子

大会の様子

経
済
学
部
　
2
回
生

　高
尾
　彩
瑛
子
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の
は
何
な
の
か
、と
い
う
も
の
で
す
。も

し
こ
れ
ら
に
関
し
て
気
に
な
ら
れ
た
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
武

石
教
授
に
御
話
を
伺
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
と
こ
ろ
で
武
石
ゼ
ミ
は
、ゼ
ミ
の
時

間
外
で
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。半
期
に

１
度
は
、教
授
も
来
ら
れ
る
コ
ン
パ
が

開
催
さ
れ
る
他
、昨
年
の
年
末
に
は
、

O
B
O
G
の
方
々
も
多
く
参
加
さ
れ
た

O
B
O
G
会
も
東
京
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。そ
こ
で
お
会
い
し
た
素
敵
で
優

秀
な
O
B
O
G
の
方
々
に
も
早
く
追
い

つ
け
る
よ
う
、武
石
ゼ
ミ
一
同
、こ
れ
か

ら
楽
し
み
な
が
ら
も
、し
っ
か
り
と
精

進
し
て
参
り
ま
す
。

め
ま
し
て
、武
石
ゼ
ミ
に

所
属
し
て
お
り
ま
す
、４

回
生
の
前
勇
大
と
申
し
ま

す
。武
石
ゼ
ミ
の
活
動
内

容
を
、拙
筆
な
が
ら
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
武
石
ゼ
ミ
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
様
々
な
形
で
勉
強
・
研
究

し
て
お
り
ま
す
。昨
年
度
は
、時
に
は
輪

読
と
い
う
形
で
、『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

企
業
家
精
神
』ド
ラ
ッ
カ
ー
著
や『
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
』ク
リ
ス
テ

ン
セ
ン
著
と
い
っ
た
大
著
に
触
れ
、時

に
は
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
い
う
形
で
、

某
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
や
、某
ア

ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー
カ
ー
の
過
去
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
に
触
れ
ま
し

た
。ま
た
昨
年
度
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

３
回
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、過

去
だ
け
で
な
く
、現
在
進
行
中
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
生
で
触
れ
よ
う
と
、

ま
さ
に
現
在
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

そ
う
と
し
て
い
る
某
電
機
メ
ー
カ
ー
の

某
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
研
究
も
し

ま
し
た
。そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
は
、現
場
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、私

た
ち
で
知
恵
を
絞
り
、時
に
深
夜
ま
で

集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、最

後
に
は
教
授
と
共
に
東
京
ま
で
出
向

き
、現
場
の
方
々
に
私
た
ち
の
考
え
や

ア
イ
デ
ア
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
と
ま
あ
、武
石
ゼ
ミ
の
昨
年
度
の
活

動
を
、
少
々
〝
格
好
良
く
〞
お
伝
え
す

る
と
す
れ
ば
、以
上
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。た
だ
、私
が
こ
れ
ま
で
の
ゼ
ミ
活
動

の
中
で
、強
く
印
象
に
残
り
、特
に
勉
強

に
な
っ
た
な
、と
感
じ
て
い
る
の
は
、

も
っ
と
別
の
部
分
で
す
。

　
時
に
武
石
教
授
は
、輪
読
や
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
の
中
で
、大
変
興
味
深
い
レ

ク
チ
ャ
ー
を
挟
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

私
は
こ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
聞
く
た
び

に
、武
石
ゼ
ミ
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と

心
か
ら
思
い
ま
す
。そ
の
中
で
私
が
個

人
的
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
レ
ク

チ
ャ
ー
が
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
は
、文

章
の
読
み
方
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
で

す
。論
理
的
に
書
か
れ
た
文
章
は
、構
造

と
機
能
の
２
つ
の
側
面
に
注
目
す
る
と

文
章
を
理
解
す
る
大
き
な
手
掛
か
り
に

な
る
、と
い
う
も
の
で
す
。印
象
に
残
っ

て
い
る
２
つ
目
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は「
経

営
学
の
意
味
」に
関
す
る
も
の
で
す
。経

営
学
は
、い
く
ら
私
た
ち
が
勉
強
し
た

と
こ
ろ
で
、目
の
前
の
課
題
に
対
す
る

答
え
は
教
え
て
く
れ
な
い
、し
か
し
経

営
学
は
大
き
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
、

経
営
学
が
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
も

Seminar 
Introduction

武
石
ゼ
ミ

経
済
学
部
　
4
回
生

　前
　勇
大

初
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　平成30年5月に行われました 昭和43年卒の「卒業50周年記
念同窓会」にご参加の方々より155,276円をご寄付いただきま
した（21号23ページに掲載）。寄付金は会報作成費の一部とし
て使用させていただきます。この場をお借りし、ご寄付いただ
きました皆さまへ厚く御礼申し上げます。

同窓会事務局へ
TEL・FAX・メールにてご連絡をお待ちしております。
TEL/FAX 075-753-3419
Email dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

同窓会へのご寄付
について

御礼

　平成30年度（平成30年4月～平成31年3月）の同窓会年会費5,000円
を同封の払込用紙をご覧の上、納入くださいますよう、よろしくお願
い申し上げます。平成27年に発行した卒業生名簿により、同窓会の剰
余金が少なくなっております。
　ご理解の上、何卒ご協力賜わりますよう、お願い申し上げます。

同窓会
年会費 納入のお願い

　経済学部同窓会では、同窓会等で余ってしまったお金をご寄付い
ただきますと大変助かります。もちろん、使用目的・用途を明確にし、
ご寄付いただきました方々の卒年・クラス名等を記載して、皆様に会
報やホームページ等でお伝えしたいと思っております。
　同窓会を運営していく上で会費納入率も減少しており、財政的に
も非常に苦しくなってきております。皆さまのご理解とご協力の程、
何卒よろしくお願い申し上げます。

　※会報への掲載は強制ではございません。
　　可否については必ずお伺いしておりますのでご安心ください。

ご寄付の方法
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■  「卒業生名簿」発行について
　これまで京都大学経済学部同窓会では、5年毎に「卒業生名簿」を作成し、年会費を納
入いただいた方に無償で送付して参りました。
　前回は平成27年に発行いたしましたが、大変残念なことに「卒業生名簿」の冊子版
が、名簿買取業者に売却されてしまうという事態が発生いたしました。
　費用削減のためCD版に移行する予定で前回は両方作成したところ、調査の結果、CD
版には個別のIDとパスワードを設定していた為、CD版ではなく冊子版が売却されたと
判明しました。
　名簿買取業者が複数の業者へ転売し、不特定多数の卒業生へ勧誘の電話があり、非
常に迷惑しているというお叱りを受けました。
　この場をお借りし、迷惑を被られた方々には深くお詫び申し上げます。
　平成29年5月30日改正の「個人情報の保護に関する法律（いわゆる個人情報保護法）」
におきましても、名簿業者による第三者への転売を止めることは実質的に不可能であ
ると判断し、昨年度の同窓会理事会・総会（平成29年10月14日）におきまして、現在の法
律では個人情報が十分に保護されない状況にあるため、当面「卒業生名簿」の発行を見
合わせることが決定いたしました。

■  今後の「名簿データ」の提供について
　「卒業生名簿」配布に代わるサービスとして、同窓会事務局で管理している名簿デー
タ（ゼミ単位、卒年単位など）を送付させていただきます。（但し年会費を納入いただい
ている方のみとさせていただきます）
　ご利用目的を明記していただき、こちらでご本人様確認ができましたら、郵送又は
PDFに変換したファイルをメール（パスワードを設定します）にて送付させていただき
ます。
　同窓会事務局では皆様のご協力のもと、常に名簿データをアップデートしておりま
すので、より正確で最新のデータを提供することができます。ご要望、ご質問等ござい
ましたら、同窓会事務局までご連絡をお願いいたします。

■  お詫び
　平成27年発行の「卒業生名簿」（平成27年2月20現在のデータ）におきまして、一部の
方のお名前が漏れておりました。いずれもかなり前のデータですのでその際のデータ
管理に問題があったと推測されます。心よりお詫び申し上げますとともに、今後はこの
ようなことがないよう、一層気を付けてまいりたいと存じます。誠に申し訳ありません
でした。

・羅　吉煊　様　（昭和21年ご卒業）　
・多田和雄　様　（昭和46年ご卒業）
・櫻井純理　様　（昭和60年ご卒業）　
・上田正子　様　（平成    3年ご卒業）　
・桃田　朗　様　（平成    6年ご卒業）　　以上5名。
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Class meeting / Seminar party

木原 正雄ゼミ

７３・Ｅ２自主ゼミ
自主ゼミ

正正会 第６回総会

店の３巻５冊を買い込み、
意気揚々と読み始めまし
たが、正確な理解に悪戦苦
闘。剰余価値、資本蓄積
等、遅々として進みません
でした。それでも各回の担
当が青焼きのレジメを作
成し報告、その後は青臭い
議論をしました。　　　
　終われば飲み会もあり、

また、時には「合ハイ、合コン」、まさ
に青春真っ盛りでした。結果的には
何とか１巻を熟読し、今では全巻が
書棚に鎮座しています。
　その後は全員が企業に就職し、仕
事に追われる中で全員が揃う事は稀
でした。１名が40半ば、１名が還暦で
昇天、２名は音信普通、それでは６人

　1973年、４クラスで教養課程がス
タートし、学部に上がるまでの自主
ゼミが呼びかけられました。集まっ
たメンバーは10名、出身も性格も多
種多彩でした。ゼミは週１回の開催
で、結果的には４回生の最後まで続
ける事が出来ました。
　取り組む古典は「資本論」。大月書

で集まろうという事になり、色々な
場所で集まるようになりました。
　京都、浜名湖、下呂温泉等、幹事持
ち回りで開催。近況報告の宴会や名
所廻り、はたまたお墓参りもありま
した。一昨年から、年に２回は集まろ
うと決めて京都、東京で開催し、昨年
は北陸の秘湯と黒部峡谷の紅葉を楽
しみました。今年は台湾に行こうと
意気込んでいます。
　不思議な縁で40年以上も続く自主
ゼミの輪、これも資本論のお陰とマ
ルクスに感謝しています。

伊藤敦、江畑幸男、志水雅一、　
塚本晃彦、津田幸二郎（昭和52年卒）
文責　宮本智司（昭和54年卒）

所得の資本主義国）。経済面では国家
セクターの比重が高く、石油依存。根
本問題は一貫した発展戦略の欠如。
近年の改革論争の焦点は①放漫財政
型構造改革と国家規制の強化・国家
主導路線か②インフレ抑制に基づく

　木原正雄先生の生誕100年没後10
年記念第６回総会は７月14日(土)楽
友会館に22名が参加。京大経済研究
所所長溝端佐登史教授の講演「ロシ
ア経済のいま・ロシア研究のいま」。
体制転換から30年経ち普通の国（中

構造改革とリベラル政策か、である
が、国民の意識は国家依存体質が極め
て重く、痛みを伴う改革には反発も多
い。いきおい改革先送り惰性論に傾き
やすく、停滞・低落が危惧される。
　その後の各自のスピーチでは、初
期の木原ゼミではゼミ生も少なく家
族ぐるみのゼミ討論など、ゼミとは
生き方を含めて人間を作る場であっ
た。研究対象・考え方など異なる者も
暖かく受け入れるゼミであった。
1976年に入ゼミした際、木原先生の
「ソ連の社会主義は失敗作。いずれ崩
壊する」の言葉に驚き、現場を見てや
ろうと夏休み30日間ロシアを旅行し
た。等、話が弾んだ。次回は2020年7月
11日（土）。　深田弘明（昭和53年卒）
E-mail:fukadas@paw.hi-ho.ne.jp
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一一会
小野 一一郎ゼミ

「奥様への報告形式」となりました
が、その報告に添えて頂く奥様のコ
メントは、他のゼミ生が知らないエ
ピソードであったり、本人も忘れてい
る様な逸話が飛び出たりで、笑いと
懐かしさが溢れた楽しい時間を過ご
す事が出来ました。場所を奈良ホテ
ルにした甲斐があった合同一一会で
すが、来年は、場所を京都に戻し、
ホームカミングデーに合わせ、百万

　昨年に続き、小野ゼミ17期・18期
合同一一会の報告をさせて頂きま
す。当会は、３年前から２年続けて京
大時計台下のラ・トゥールで開催し
ていましたが、昨年は場所を奈良ホ
テルに移し、11月24日に開催しまし
た。この開催場所の変更は、恩師故
小野一一郎先生のご自宅に近く、先
生の宣代奥様のご出席を頂く事も出
来るのではないかと考えたからで
す。ご高齢の奥様のご負担を考慮
し、同窓会開催前にご自宅に伺うこ
とも検討しましたが、当日の奥様は、
会場にお越し頂いた上に、なんと宴
会の最後迄おつきあい下さいまし
た。出席した17期６名・18期７名が行
う恒例の近況報告も、いつもと違っ
て学生時代の思い出と現在を繋ぐ

遍辺りの居酒屋で開催すると言う事
で、再会を期すこととなりました。17
期に大阪ガス本荘社長、18期に三菱
商事垣内社長と、多忙を極めるであ
ろう日本有数の財界人の１年先の予
定を抑える当合同一一会を末永く続
けてゆきたいと思います。
　写真の前列は奥様を囲んだ17期
６名・後列は18期７名です。
文責：長谷川清司（18期・昭和54年卒）

ゼミ会開催
関係者など
ご紹介頂
き、個人情
報の壁や、
会場手配の問題がありましたが、内
本睦夫氏（昭51年卒）、林　信氏（昭59
年卒）の全面的な応援を得、また当日
は本川清子氏（昭51年卒）、梅谷幸弘
氏（平3年卒）の協力も得て、開催にこ
ぎ着けることが出来ました。
　瀬地山先生のご挨拶に続き、出席
者の中で最年長の京都産業大学・吉
田和男氏（昭46年卒）に、乾杯のご発
声を頂きました。その後、出席者全員
が一人ずつ自己紹介と近況報告を行
いました。ビジネス界や学術の世界
で活躍中の方、また現役を退かれ新
たに趣味や研究に打ち込まれる方な
ど、多士済々の活躍振りに、会場は大
いに盛り上がりました。久方ぶりに

　6月2日（土）、シェラトン都ホテル･
大阪で、「瀬地山先生を囲む会」を開
催しました。当日は、瀬地山先生、奥
様、ご子息の角先生（東京大学大学院
総合文化研究科･教授）にもお運び頂
き、近畿圏はもとより、東京、福井、広
島、熊本など遠隔地の方も含め、ゼミ
ＯＢ・ＯＧの方々46名が集まり、総勢
49名の会となりました。
　瀬地山先生には、昭和45年卒から
平成12年まで、登録ベースで学部生
250名、院生10名が薫陶を受けて参り
ました。ゼミ会の開催は、恐らく20年
ぶりのため、直近の名簿も整理され
ていませんでした。ゼミ登録された
方の内、連絡先が判明していたのは
120名、その後、メールなどでお知り
合いの方を紹介していただき、新た
に約40人の方々の連絡先が判明し、
開催に至りました。角先生にも、大学

瀬地山先生を囲み歓談の輪が広が
り、同期だけで無く、先輩･後輩のタ
テ・ヨコの繋がりも広がり、瞬く間に
時間が過ぎていきました。隈本友三
氏（昭46年卒）の中締めのご挨拶と、
記念撮影で会を閉じることとなりま
した。
　本会開催にあたり、経済学部･同窓
会事務局にも名簿の確認などで、
バックアップを頂きました。経済学
部は2019年に100周年を迎えること
から、当日の会費の残金45，697円は
「経済学部百周年記念事業基金」に寄
付させて頂きました。　　　　　　
　　　　　　槌野吉郎（昭和50年卒）

（17 期・18 期合同）

クラス会・ゼミ会
報告・お知らせ
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木原 正雄ゼミ

７３・Ｅ２自主ゼミ
自主ゼミ

正正会 第６回総会

店の３巻５冊を買い込み、
意気揚々と読み始めまし
たが、正確な理解に悪戦苦
闘。剰余価値、資本蓄積
等、遅々として進みません
でした。それでも各回の担
当が青焼きのレジメを作
成し報告、その後は青臭い
議論をしました。　　　
　終われば飲み会もあり、

また、時には「合ハイ、合コン」、まさ
に青春真っ盛りでした。結果的には
何とか１巻を熟読し、今では全巻が
書棚に鎮座しています。
　その後は全員が企業に就職し、仕
事に追われる中で全員が揃う事は稀
でした。１名が40半ば、１名が還暦で
昇天、２名は音信普通、それでは６人

　1973年、４クラスで教養課程がス
タートし、学部に上がるまでの自主
ゼミが呼びかけられました。集まっ
たメンバーは10名、出身も性格も多
種多彩でした。ゼミは週１回の開催
で、結果的には４回生の最後まで続
ける事が出来ました。
　取り組む古典は「資本論」。大月書

で集まろうという事になり、色々な
場所で集まるようになりました。
　京都、浜名湖、下呂温泉等、幹事持
ち回りで開催。近況報告の宴会や名
所廻り、はたまたお墓参りもありま
した。一昨年から、年に２回は集まろ
うと決めて京都、東京で開催し、昨年
は北陸の秘湯と黒部峡谷の紅葉を楽
しみました。今年は台湾に行こうと
意気込んでいます。
　不思議な縁で40年以上も続く自主
ゼミの輪、これも資本論のお陰とマ
ルクスに感謝しています。

伊藤敦、江畑幸男、志水雅一、　
塚本晃彦、津田幸二郎（昭和52年卒）
文責　宮本智司（昭和54年卒）

所得の資本主義国）。経済面では国家
セクターの比重が高く、石油依存。根
本問題は一貫した発展戦略の欠如。
近年の改革論争の焦点は①放漫財政
型構造改革と国家規制の強化・国家
主導路線か②インフレ抑制に基づく

　木原正雄先生の生誕100年没後10
年記念第６回総会は７月14日(土)楽
友会館に22名が参加。京大経済研究
所所長溝端佐登史教授の講演「ロシ
ア経済のいま・ロシア研究のいま」。
体制転換から30年経ち普通の国（中

構造改革とリベラル政策か、である
が、国民の意識は国家依存体質が極め
て重く、痛みを伴う改革には反発も多
い。いきおい改革先送り惰性論に傾き
やすく、停滞・低落が危惧される。
　その後の各自のスピーチでは、初
期の木原ゼミではゼミ生も少なく家
族ぐるみのゼミ討論など、ゼミとは
生き方を含めて人間を作る場であっ
た。研究対象・考え方など異なる者も
暖かく受け入れるゼミであった。
1976年に入ゼミした際、木原先生の
「ソ連の社会主義は失敗作。いずれ崩
壊する」の言葉に驚き、現場を見てや
ろうと夏休み30日間ロシアを旅行し
た。等、話が弾んだ。次回は2020年7月
11日（土）。　深田弘明（昭和53年卒）
E-mail:fukadas@paw.hi-ho.ne.jp
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ピソードであったり、本人も忘れてい
る様な逸話が飛び出たりで、笑いと
懐かしさが溢れた楽しい時間を過ご
す事が出来ました。場所を奈良ホテ
ルにした甲斐があった合同一一会で
すが、来年は、場所を京都に戻し、
ホームカミングデーに合わせ、百万
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合同一一会の報告をさせて頂きま
す。当会は、３年前から２年続けて京
大時計台下のラ・トゥールで開催し
ていましたが、昨年は場所を奈良ホ
テルに移し、11月24日に開催しまし
た。この開催場所の変更は、恩師故
小野一一郎先生のご自宅に近く、先
生の宣代奥様のご出席を頂く事も出
来るのではないかと考えたからで
す。ご高齢の奥様のご負担を考慮
し、同窓会開催前にご自宅に伺うこ
とも検討しましたが、当日の奥様は、
会場にお越し頂いた上に、なんと宴
会の最後迄おつきあい下さいまし
た。出席した17期６名・18期７名が行
う恒例の近況報告も、いつもと違っ
て学生時代の思い出と現在を繋ぐ

遍辺りの居酒屋で開催すると言う事
で、再会を期すこととなりました。17
期に大阪ガス本荘社長、18期に三菱
商事垣内社長と、多忙を極めるであ
ろう日本有数の財界人の１年先の予
定を抑える当合同一一会を末永く続
けてゆきたいと思います。
　写真の前列は奥様を囲んだ17期
６名・後列は18期７名です。
文責：長谷川清司（18期・昭和54年卒）

ゼミ会開催
関係者など
ご紹介頂
き、個人情
報の壁や、
会場手配の問題がありましたが、内
本睦夫氏（昭51年卒）、林　信氏（昭59
年卒）の全面的な応援を得、また当日
は本川清子氏（昭51年卒）、梅谷幸弘
氏（平3年卒）の協力も得て、開催にこ
ぎ着けることが出来ました。
　瀬地山先生のご挨拶に続き、出席
者の中で最年長の京都産業大学・吉
田和男氏（昭46年卒）に、乾杯のご発
声を頂きました。その後、出席者全員
が一人ずつ自己紹介と近況報告を行
いました。ビジネス界や学術の世界
で活躍中の方、また現役を退かれ新
たに趣味や研究に打ち込まれる方な
ど、多士済々の活躍振りに、会場は大
いに盛り上がりました。久方ぶりに

　6月2日（土）、シェラトン都ホテル･
大阪で、「瀬地山先生を囲む会」を開
催しました。当日は、瀬地山先生、奥
様、ご子息の角先生（東京大学大学院
総合文化研究科･教授）にもお運び頂
き、近畿圏はもとより、東京、福井、広
島、熊本など遠隔地の方も含め、ゼミ
ＯＢ・ＯＧの方々46名が集まり、総勢
49名の会となりました。
　瀬地山先生には、昭和45年卒から
平成12年まで、登録ベースで学部生
250名、院生10名が薫陶を受けて参り
ました。ゼミ会の開催は、恐らく20年
ぶりのため、直近の名簿も整理され
ていませんでした。ゼミ登録された
方の内、連絡先が判明していたのは
120名、その後、メールなどでお知り
合いの方を紹介していただき、新た
に約40人の方々の連絡先が判明し、
開催に至りました。角先生にも、大学

瀬地山先生を囲み歓談の輪が広が
り、同期だけで無く、先輩･後輩のタ
テ・ヨコの繋がりも広がり、瞬く間に
時間が過ぎていきました。隈本友三
氏（昭46年卒）の中締めのご挨拶と、
記念撮影で会を閉じることとなりま
した。
　本会開催にあたり、経済学部･同窓
会事務局にも名簿の確認などで、
バックアップを頂きました。経済学
部は2019年に100周年を迎えること
から、当日の会費の残金45，697円は
「経済学部百周年記念事業基金」に寄
付させて頂きました。　　　　　　
　　　　　　槌野吉郎（昭和50年卒）

（17 期・18 期合同）

クラス会・ゼミ会
報告・お知らせ
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浅沼萬里ゼミ

30名にとって、懐古と邂逅の入り交じっ
た格別の機会になったと記憶していま
す。私事では、机（と杯）を並べた同年配2
人と卒業以来の再会を果たしたほか、前
勤務先企業の上司や10年来お世話に
なっている大学教授に会場で会って驚
き先輩と知って驚いた1日でした（京大
出身者らしい？）。
　さて、今回の前半では、「ティー＆トー
ク」として、恩師の遺著『日本の企業組織 
革新的適応のメカニズム―長期取引関
係の構造と機能』（東洋経済新報社、第40
回日経・経済図書文化賞受賞）を編集さ
れた菊谷達弥先生（昭和57年卒業）に、恩
師の研究とその後の展開について解説
して頂きました。後半の宴席では、順次
の近況報告が、まさに往年の浅沼ゼミに
なりました。「メーカーの取引関係の激
変」「企業が投資決定する際の金利の考
慮度合」「京大経済学部の教育のあり方」
等々について、侃々諤々、談論風発しまし

　去る平成29年9月16日、近年第2回目と
なる「萬里会・ゼミ総会」が開催されまし
た。会場は、今なお懐かしい趣が残る京
都大学楽友会館です。
　まず、萬里会についてご紹介します。
恩師・故浅沼萬里先生は、組織の経済学
的研究と日本企業の長期継続取引の実
証的研究で、先駆的業績を重ねられまし
た。浅沼ゼミの出身者は、昭和44年卒業
から平成9年卒業まで4半世紀にわたり、
学部と大学院で計266名を数えます。ゼ
ミ名簿を一覧しますと、産官学の各界に
バランスよく人材を輩出された特徴が
わかります。
　恩師が突然の大病により還暦の若さ
で急逝されたのは、平成8年春のことで
した。爾来、萬里会の同窓会活動は中断
していました。しかし3年前、ほぼ20年振
りに再開されたのです。
　今回と同じく楽友会館で開催された
前回は、前述により、東西から会集した約

萬里会

た。その勢いのまま、「琵琶湖周航の歌」
を全６番まで合唱して、今回の宴はお開
きとなりました。
　総会では、名簿の更なる整備、今後の
毎年開催などが決定しました。また次回
（平成30年）は、萬里会員の大半を占める
首都圏在住者に配慮して東京開催とな
ります。今回のゼミ総会の模様や今後の
開催予定などは、ツイッターの萬里会
ページ（下記）に随時掲載されますので、
ぜひご覧ください。
　最後に、前回、今回と大変お世話に
なった経済学部同窓会事務局ならびに
楽友会館の方々に、最大限の感謝の意を
表します。

文責：近藤 智（平成5年卒業）

【萬里会連絡先】メール・ツイッター
banrikai.kyoto@gmail.com
https://twitter.com/Banrikai_KyotoU

　経済学部同窓会では、退官された先生方のゼミ会を発足・復活させようとお考えの方に、ゼミ会立ち上げに
かかる通信費用（案内状の送付費用等）を一部支給する支援金制度を導入しました。軌道に乗るまではゼミ会
の財政が安定しないため、発起人・幹事の方がやむなくご負担されるケースもあるとお聞きし、少しでもお役
に立てれば幸いと考えております。
　予算の都合上、以下のような要領で運営いたしますので何卒ご理解ご協力をお願いいたします。

ゼミ会を発足される方への支援制度

用途 ゼミ会発足にかかるゼミ生への通信費等
金額 ゼミ会1回につき実費あるいは3万円のいずれか少ない額、最大3回まで支給。
お約束 ゼミ会開催の様子を「同窓会報」に必ずご寄稿ください。

クラス会・ゼミ会
報告・お知らせ
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　この同窓会報に掲載する記事を募集しております。ゼミ会、クラス会などのお知らせ・報告、また
同窓会活動・京都大学経済学部に関係のある記事等がございましたら、ご遠慮なく原稿をお寄せく
ださい。できればお写真を添えてください。学校に関係のない記事でも一度ご相談ください。お問い
合わせは、経済学部同窓会事務局まで。

会報第22号への記事募集

市バス等案内
JR・近鉄
京都駅

阪急
河原町駅

地下鉄烏丸線
今出川駅

地下鉄東西線
東山駅

京阪
出町柳駅

主要駅 乗車バス停 市バス系統 下車バス停
京都駅前
タクシー 約20分

タクシー 約15 分

タクシー 約10 分

タクシー 約10 分

東へ徒歩 約20 分・タクシー 1メーター

四条河原町

出町柳駅

烏丸今出川

東山三条

17

17

17

3

3

206

31
201

201

201
203

203

203
206

31

百万遍

百万遍

百万遍

百万遍

京大正門前

京大正門前

京大正門前

京大正門前

京大正門前

百万遍百万遍
今出川通り今出川通り

東一条通り東一条通り

東
大
路
通
り

東
大
路
通
り

百周年時計台記念館
2F 国際交流ホール

京大正門前

京大農学部前
百万遍

京大正門前

銀閣寺

出町柳

ご案内

京都大学
百周年時計台記念館
２F   国際交流ホール

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

　近年、ある出版業者から卒業生の元へ、『職業別同
窓名鑑(文学部・経済学部)発刊のお知らせ』と題する
往復ハガキが届いていることがわかりました。これ
は、最新の個人情報の提供と同窓名鑑の購入を呼び
かけるものですが、この出版業者と京都大学経済学
部および経済学部同窓会は一切関係がございませ
ん。今後も同様の手段で個人情報の提供や名簿購入
の依頼等が届く可能性がありますが、返事や振り込
み等をなさらないように十分ご注意願います。
　経済学部同窓会からの正式な郵便物には、京大のロゴマークを印刷するようにしております。ロ
ゴマークがない等の不審な郵便物が届いた場合は、経済学部同窓会事務局までご遠慮なくお問い合
わせください。

ご注意ください！
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旧住所の欄

住所不明
特にご実家から転居される方、転勤の多い方は必ずお読みください

経済学部同窓会では、卒業生の皆さまの連絡先をアップデートし、卒業後の長いお付き合いを支援してい
きたいと願っています。転勤の多い方等はどうしても住所のアップデートが難しく、住所が不明になって
しまうことも少なくありません。そこで一度だけ手続きをしていただければ同窓会報を確実に受け取れる
方法をご紹介します。

ご実家から転居される際、ほとんどの方が郵便局へ転居届を提出されます。
しかし通常の方法では1年間の転送サービスが終了すると、ご実家に差し出されたご本人宛の郵便物は、ご
家族が住んでおられても届けてもらえません。
以下の方法により、ご実家宛ての郵便物も転居先への郵便物も必ずどちらかに配達してもらうことができ
ます。住所不明にならないために、ご協力をお願いいたします。

①ご実家から転居する時に転居届けを出される方
転居届（右図参照）の新住所の欄に居住される
ご住所をご記入ください。
旧住所の欄には何も記入しません。
ご実家の住所を旧住所欄に
絶対に記入しないでください。

②すでに転居届を出されている方
追加で転居届をご提出ください。
新住所の欄にご実家の住所を書いてください。
旧住所の欄には何も記入しません。
（すでに提出された転居届はそのままにしておいてください）

卒業後、下宿先から転居される場合は、旧住所の欄に退去する下宿先名をご記入ください。
（次の入居者が困られます）
新住所の欄に書かれた住所を必ず同窓会事務局までお知らせください。

※上記はいずれも郵便局に確認済みです。①②の方法により、ご実家に郵便物が届きましたら、その郵便物に
（ご実家の住所が隠れるように）ご本人様の現住所を貼付の上、ポストに投函すれば無料（切手不要）で転送も可能です。

※①②の方法は、現住所に住んでいても、
ご実家の住所から名前が消されないため
ご実家にも届くという仕組みです。ご実
家でなく現住所に届けて欲しい場合は、
これらの手続きは必要ありません。その
際は必ず現住所を同窓会事務局までお知
らせください。

にならないために

こちらには記入しない

ご注意

新住所の欄
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　同窓会員の皆さま、いつも経済学部同窓会にご支援いただきまして誠にあ
りがとうございます。
　近年、各地で災害が多発しておりますが、私が各支部へ行かせていただく
ようになってからは災害が起こってしまった地域の人々のことがこれまで以
上に他人事と思えなくなりました。人との出会いや繋がりはこんなにも人の
心を変えるものなのですね。被災された方やご親族の心の傷はそう簡単に癒
されるものではありません。ただ一刻も早く復興が進み困難な生活から開放
されることを望んでいます。被災された方々は、どうぞ無理なさらず少しず
つでも前に進んでいただくことができればと願うばかりです。

　各支部の支部長様、役員の皆様、事務担当の方には総会を開催していた
だき大変感謝しています。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
　支部総会などで大学に関するご質問を受けたとき、内容によってはお
答えできないことも多く、ご迷惑をおかけして申し訳ございません。でき
るだけお答えできるようにしていきたいと思っています。

同窓会事務局

通信

Vol.3

今年の総会では元経済学部長で京都大
学名誉教授の西村周三先生が講師をさ
れました。以前と変わらない気さくで
愛想の良い先生のお話ぶりに参加者の
皆さんの笑い声や笑顔があふれ、気づ
けば私も笑顔になっていました。「経済
100東京」と名付けられた百周年記念東
京フォーラムもすでに来年の９月まで
の予定が決まっているようですので是
非ホームページをご覧ください。（トッ
プページに専用バナーがございます）

東京支部 関東地方11県

講演会・懇親会は毎回多彩なゲストを呼
ばれ、司会の方もプロ並みで大変盛り上
がります。またお土産の「nikiniki」は京
大特別バージョンなので、食べるのが
もったいないくらい可愛らしいです。３
月開催の公開講演会も３回目が終わり、
ずいぶん定着してきました。京都大学経
済学部の卒業生でなくても参加可能で
す。聴きやすい内容のお話ばかりでとて
も面白いです。参加費も無料ですので是
非一度ご参加ください。

近畿支部 近畿地方2府4県

今年の３月の総会では、元経済学部長
で京都大学名誉教授の森棟公夫先生の
会員報告がありました。経済学部の教
員をされている頃からパワフルで気さ
くで話しやすい先生でしたが全然変
わっておられず、現在も名古屋でご活
躍されている様子がわかり、大変嬉し
くなりました。名古屋支部が新体制に
なって３年が経過しましたが総会も毎
年開催されており支部活動の充実ぶり
が伝わってきます。

名古屋支部 中部地方3県

高松にて２年に１回総会を開催されて
います。昨年は11月に開催されました
が、着席形式で参加者の皆さまがお一
人ずつ指名を受けてその場で自己紹介
をされました。若い女性の卒業生が「現
在ゴルフをしています」というコメン
トをされると、同窓生でゴルフコンペ
を開催しようかというお話が出てきて
大変盛り上がっていました。もし開催
されたのであれば、その時の様子を次
回伺いたいなと思っています。

香川支部 香川県在住者

昨年は残念ながら同窓会の財政上の理
由で参加できませんでしたが、今年９
月の総会には出席させていただく予定
です。数年前から高知県在住の方にも
ご案内されています。愛媛支部の懇親
会は良い意味で形式にこだわりがない
ため、ゆったりとした雰囲気の中、参
加者同士で会話がしやすく、そこから
また新たな出会いや繋がりができると
思います。高知県の方々のご参加もお
待ちしております。

愛媛支部

昨年は残念ながら同窓会の財政上の理
由で参加できませんでしたが、今年５
月の総会に出席させていただきまし
た。お一人ずつステージ上で近況報告
をされますが、皆さまそれぞれ個性的
なのでお話も大変面白く、アッという
間に時間が過ぎてしまいました。若い
卒業生の方もたくさん参加されていま
した。続く２次会にも多くの方々が
残っておられたので、さらに結束の固
さを感じました。

九州北部支部

昨年は鹿児島、そして今年は熊本で開
催されました。震災のあと初めて熊本
城見学をすることになり、２年前の地
震の激しさを改めて感じました。今年
は前夜祭にも参加させてもらい、総会
当日も３年前にお会いした皆さまと親
しくお話させていただくことができま
した。来年は宮崎で開催されますが、
また皆さまとお会いできるのを楽しみ
にしております。

九州南部支部

前回も書きましたとおり、平成23年に
京滋奈・大阪・神戸の３支部が合併し、
近畿支部としてスタートしたため、「神
戸支部」ではなくなりましたが、今も
活動を続けられています。長年ご参加
されている方も多く新たに参加される
方もおられますが終始和やかな雰囲気
に包まれています。ほぼ毎年、経済学
部教員の島本先生（神戸在住）にご参
加いただき、大学や学部の様子をお伝
えしていただいています。

神戸同好クラブ

平成26年２月より同窓会を再開され、
すでに４回目となりました。講演会な
ども開かれ活発に活動されていて参加
人数も徐々に増えてきているようです
ので嬉しく思います。一度ご挨拶に伺
いたいと思っています。

北海道支部 北海道在住者

会報には掲載しきれないたく
さんの支部総会のお写真を掲
載しています。ぜひご覧くだ
さい。

ホームページについて

愛媛県・

高知県在住者
九州地方
北部4県

九州地方
南部3県

神戸在住者

京都大学経済学部同窓会事務局
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コモンルームの
ご案内

ご利用いただける時間

平日（月 ～ 金）
10時 ～ 16時 （12時～13時を除く）

法・経済学部東館 3階
075-753-3419
075-753-3508
dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

TEL&FAX:
T E L ② :
E - m a i l :

法・経済学部東館

会議スペース（要予約）

コモンルーム全景（予約不要）

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ここです
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　京都大学経済学部同窓会では、三井住友カード株式
会社と提携し、京都大学経済学部卒業生のみが加入でき
る「VISAカード」を発行しております。デザインは経済学
部７０周年記念に使用した写真（飯野春樹氏撮影）を図
案化したもので、卒業後も母校への愛着と絆が一層深ま
ることを願っております。
　同窓会では、このカードの発行により、会員の皆様の住
所や勤務先の変更を正確に把握できるとともに、カード
利用額の一部を提携手数料として受け取ることができ、
財政基盤確立の一助となっています。また会員の皆様に
おかれましても同窓会の年会費をこのカードにより自動
振替(※1)とすることができますので大変便利かと存じます。
(※1希望者のみ)
　カードの年会費が無料になる場合がありますので詳し
くは 0120 -816 -437までお問い合わせください。どうか
本カードの主旨をご理解のうえ、お申込み頂ければ幸い
です。

VISA
ゴールドカード

VISA カード

京都大学経済学部同窓会

■ 総合博物館（京都大学）
観覧料無料

■ 白浜水族館（京都大学）
入館料無料

■ ワタベウェディング（株）
国内、海外挙式パッケージより
5％割引　（旅行会社などの取引先販
売店による挙式申込は対象外）

貸衣裳（単品）20％割引　
（衣裳込みパッケージ、衣裳予約システ
ムおよび現地レンタル衣裳は対象外）

販売衣裳（単品）10％割引　
（衣裳込みパッケージは対象外）

■ リーガロイヤルホテル京都

■ 山ばな　平八茶屋
7,000円の昼懐石以上の懐石料
理注文者に食前酒１杯無料
サービス

対象者 カード会員本人と家族（2親等以内）

対象者 ５名まで適用

レギュラーフロア ラグジュア
リーツインの客室利用料金を
優待料金にて提供

直営レストラン５店舗での利
用料金５％割引

レストラン利用時に、誕生日の
者に食前酒１杯（上限４名まで）
と記念写真を無料提供

■ 加越　（造り酒屋）
同窓会報の広告ページに記載の料金よりさらに値引き（値引額は確認要です）

対象者   …本人以外でも適用になる場合入会特典

同窓会事務局までご連絡ください。入会申込みパンフレットを送付させていただきます。
※同窓会事務局の連絡先は会報裏面に記載しております。ご入会方法

VISAカード入会のご案内

京都大学経済学部同窓会　理事長　江上　雅彦
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京
都
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

 和田　紀夫
 小塚修一郎
 澤田　博定
 瀬地山     敏
 宇野　　輝
 村田　　武
 千葉　　昭
 麻生　　純
 西村　義明
 藤永　憲一
 辻井　昭雄
 西澤　宏繁
 合田　隆年
 岡野　　徹
 柿本　壽明
 木村　泰彦
 岡本　　昻
 河毛　正志
 近藤　勝重
 中　　　博
 太田　邦正
 相亰　重信
 加藤　秀樹
 柄澤　康喜
 田中　義雄
 河合　司二
 本山　美彦
 野尻　賢司
 出田　善蔵
 岡本　達雄
 古川　　博
 有馬　　透
 植田　和保
 戸神　良章
 林　　　洋
 酒井　　純
 室賀　博幸
 山内　基成
 磯村　辰生
 伊藤　雅也
 田島　明雄　
 近藤　治郎
 渡邊　智樹
 梶原　正秀
 鎌田　迪貞
 東本　和行
 薬真寺偉臣
 鏑流馬清規
 花田　恭一
 丸元　貞夫
 林田　素行
 宮本　智司
 大川　雅司

本部役職 氏　　名 卒業年 所属支部
本部役員 教員

同窓会学内
企画委員会委員

名誉会長
会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
顧 問
顧 問
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事

東 　 京
近　　 畿
北  海  道
九州南部
東 　 京
愛     媛
香 　 川
近 　 畿
名  古  屋
九州北部
近 　 畿
東 　 京
東 　 京
東 　 京
東 　 京
東 　 京
東 　 京
東 　 京
東 　 京
東 　 京
東 　 京
東 　 京
東 　 京
東 　 京
近　　 畿
近　　 畿
近　　 畿
近　　 畿
近　　 畿
近　　 畿
近　　 畿
近　　 畿
近　　 畿
近　　 畿
近　　 畿
北  海  道
名 古 屋
名 古 屋
名 古 屋
名 古 屋
名 古 屋
名 古 屋
香     川
愛      媛
九州北部
九州北部
九州北部
九州北部
九州北部
九州南部
九州南部
九州南部
近　　 畿

(北海道支部長）
(九州南部支部長）
(東京支部長）
(愛媛支部長）
(香川支部長）
(近畿支部長）
(名古屋支部長）
(九州北部支部長）

(東京副支部長）

(近畿副支部長）

(近畿副支部長）
(近畿副支部長）

(近畿副支部長）
(近畿副支部長）
(近畿副支部長）

(名古屋副支部長）
(名古屋副支部長）
(名古屋副支部長）

(香川副支部長）

３９
４７
３０
３５
４１
４１
４４
４７
４７
４８
３１
３６
３５
３８
３９
４１
４２
４４
４４
４４
４６
４７
４８
５０
３８
３９
４０
４４
４５
４６
４６
５０
５１
５２
５２
５２
４７
５０
５１
５３
５３
６０
４９
５０
３３
５０
５１
５２
５３
３８
４４
５４
４７

委 員 長
委 員
委 員
委 員
委 員

武石　　彰
依田　高典
山内　　裕
山田　　憲
千葉　早織

本部役職 氏　　名
江上　雅彦
田中　　彰
砂川　伸幸
依田　高典
岩本　武和
宇仁　宏幸
岡田　知弘
黒澤　隆文
小島　專孝
佐々木啓明
澤邉　紀生
塩地　　洋
島本　哲朗
神事　直人
末松　千尋
椙山　泰生
関口　倫紀
武石　　彰

徳賀　芳弘
西牟田祐二
西山　慎一
根井　雅弘
原　　良憲
久野　秀二
久本　憲夫
藤井　秀樹
松井    啓之
文　　世一
諸富　    徹
矢野　　剛
劉　　徳強
若井     克俊
若林　直樹
若林　靖永
渡邊　純子
草野　真樹

理 事 長
常務理事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事

アスリ･M･チョルパン

※
平
成
30
年
度
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
、名
古
屋
支
部
の
山
内
理
事（
副
支
部
長
）が
退
任
さ
れ
、高
塚
達
彦
氏
が
理
事
就
任
予
定
。

　同
じ
く
近
畿
支
部
は
麻
生
副
会
長・支
部
長
が
退
任
さ
れ（
本
部
理
事
は
留
任
）、槌
野
吉
郎
氏
が
副
会
長・理
事・支
部
長
就
任
予
定

　（平
成
30
年
8
月
20
日
現
在
）。

本
部
役
員
名
簿
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同窓会の会報に広告を載せてみませんか？
■  フルカラー印刷となります。
　  （こちらでデザイン作成も可能です）
■  ホームページにも掲載します。
■  同窓会財政の大きな支えとなります。

広告募集

卒業生に限らずお知り合いの方の広告でも大歓迎です！
主旨をご理解の上、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

大川雅司公認会計士・税理士事務所（大川雅司様　昭和 47 年卒）              
聖護院八ツ橋総本店　（鈴鹿可奈子様  平成 17 年卒）　　　　               
阪東機工株式会社　（丸元貞夫様　昭和 38 年卒）　　　　　　               
加越（山田英貴様　農・昭和 56 年卒、小西昭仁様　平成 19 年修了）          
住友理工株式会社　（西村義明様　昭和 47 年卒）                           
プルータスコンサルティング（野口真人様　昭和 59 年卒）                   
井筒與平衛 Izutsu Mother, Inc.                                            
土井公認会計士事務所（土井拓人様　平成 8年卒）                          
洛和会ヘルスケアシステム                                             
小川医理器株式会社                                                      
大光印刷株式会社　（中村純三様　昭和 46 年卒）                           
室賀公認会計士税理士事務所（室賀博幸様　昭和 47 年卒）                  
洛友法律事務所　( 豊田幸宏様、元京都大学法科大学院特別教授 )               
一般財団法人 京都工場保健会                                             
株式会社メディカルバイタイムズ       　

52 ページ

53 ページ

54 ページ

55 ページ

56 ページ

57 ページ

58 ページ

裏表紙

広告主様リスト

次回掲載のお申し込み期限
平成31年4月1日～6月30日   1    ページ　　（A4）   8 万円

1/2 ページ　（A5）    5 万円

広告費は 1回につき

加えて、「京都大学経済学部同窓会」VISA カードをお持ちの会員の皆さまに
『特典』をつけていただける事業主様も募集しておりますので、よろしくお願いいたします。

Email：dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp
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〒606-8501
京都市左京区吉田本町　京都大学経済学部内　　  

京都大学経済学部同窓会 検索 でご覧いただけます

075-753-3419
075-753-3508
dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp
http://www.econ.kyoto-u.ac.jp/~dosokai/D-index.html

【 T E L ･ F A X 】
【 T E L ② 】
【E-mailアドレス】
【ホームページ】

京都大学経済学部同窓会事務局
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